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福祉教育常任委員会 

 

令和３年９月３日（金曜日）午前１１時５０分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 森 本 彰 伸  副 委 員 長 星 野 健 二  

委 員 三本木 直 人  委 員 林   美 幸  

委 員 小 島 耕 一  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 齋 藤 寿 一  

委 員 金 子 哲 也    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊  藤  奨  理     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．協議事項 

   ⑴９月定例会議における委員会の運営（付託予定議案、日程等）について 

   ⑵その他 

  ３．その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前１１時５０分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○森本委員長 皆さん、お疲れさまです。 

  定例会議初日ということでお疲れのところです

けれども、できるだけスムーズにこの常任委員会

を済ませて、今定例会議中の委員会の審査をスム

ーズに行えるように皆さんから御協力いただけた

らと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○森本委員長 それでは、協議事項のほうに入って

まいります。 

  まず、⑴９月定例会議における委員会の運営、

付託予定議案、そして、日程等について、事務局

から説明を求めます。 

  事務局。 

○伊藤書記 （９月定例会議における委員会の運営

について説明。） 

○森本委員長 ありがとうございました。 

  私のほうからもちょっとだけ補足なんですけれ

ども、先ほどの充電なんですけれども、常任委員

会は長いんで、そのままイヤホン差した状態でず

っと続けると、Ｚｏｏｍつながっていれば、恐ら

く途中で切れます。それは困るんで、できれば、

皆さん自宅でやるときに、周りに人がいない状況

でやるんであれば、常に充電した状態でやって、

イヤホン使わなくても聞こえるし、見えますんで、

そういう方法を取ってもらいたいと思います。 

  ただ、どうしても周りに人もいて、ちょっとイ

ヤホンじゃないとという人の場合には、充電しな

がら使える時間帯を少しでも、できるだけ取って

もらえるといいかもしれないですね。というのは、

やっぱりお昼休みだけでも、ちょっと充電足りな

いかなと私は思っていますんで、充電のほうはち

ょっと気を遣っていただきたい。できればつなが

った状態でやれると一番いいかなと。イヤホン差

してできないんで。 

  中には、個人でＢｌｕｅｔｏｏｔｈのイヤホン

とか持っている人は充電しながらできる人いるん

ですけれども、一応議会から皆さんに提供されて

いるイヤホンは、こう差す、それを使っていると

充電できないものなんで、その辺の配慮をちょっ

としてもらって、充電途中で切れないように。 

  あと、画面を必要以上に明るくするとバッテリ

ー結構使いますんで、見え方って人によって違う

んで、結構。俺はこれだけの明るさが必要だとか、

いろいろあるとは思うんで、それに合わせてやっ

ていただけたらいいと思います。 

  それともう一つ、Ｚｏｏｍ会議のとき、皆さん

顔映っていますんで、映っているということを意

識していただければいいかなと思います。大きい

あくびしたりとか、鼻ほじったりとかすると、み

んなに見られちゃいますんで、その辺も考慮して

いただければと思いますんで、よろしくお願いし

たいと思います。 

  それがＺｏｏｍの内容ですね。 

○佐藤委員 私、一般質問、自宅になっているんで、

自宅でできないんで、そのとき御相談に応じると

いうんだけれども、ここで。どこに来たらいいで

すか。 

○森本委員長 委員会室なんかを貸してもらえると

いうことです。 

○佐藤委員 了解。 

○森本委員長 そのほか、何か質問ありますか。大

丈夫ですか。 

〔発言する人なし〕 
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○森本委員長 そしたら、審査の日程なんですけれ

ども、事務局の説明どおりでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 所管事務調査についてもよろしいで

すか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 所管事務調査についても16日行うと

いうことで、サイボウズで送られたとおりの日程

で行いますんで、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、陳情があります。 

  参考人招致なんですけれども、戦没者の遺骨な

どを含む土砂を埋立てで使用しないよう求める意

見書採択に関する陳情というのが当委員会のほう

に付託されます。 

  これについて、参考人招致が必要と考えるかど

うかという部分なんですけれども、参考人招致を

すると、例えばどういう考えなのかとか、そうい

うものを陳情者にいろいろ質疑ができるというこ

となんですけれども、いかがでしょう。 

  それとも、この陳情書を読んで、それで委員会

で判断して、それで採択するべきとするか、不採

択とするべきかを委員会での決定を得て本会議に

報告するということもできますけれども、どちら

がいいでしょうか。皆さんの御意見をお願いしま

す。 

  三本木委員。 

○三本木委員 これ、沖縄とか何とかと書いてある

けれども、もしかしたら基地のある、辺野古だっ

け。 

○森本委員長 はい、辺野古です。 

○三本木委員 そこまで関わるの、この問題。 

○森本委員長 はい、辺野古の埋立てに使わないよ

うにという意見書です。 

○三本木委員 そしたら、ちょっとこれ、微妙だね。 

○森本委員長 はい、そのとおりですね。 

○三本木委員 だって、難しい話でないけ。 

○森本委員長 難しいというか。その陳情の内容に

ついてどうするかというのは、委員会の中で話し

合ってどうするか決めますけれども、まずは参考

人を呼ぶべきかどうかということですね。要らな

い。 

〔「要らない」と言う人あり〕 

○三本木委員 俺は要らないと思うけれどもな。 

○森本委員長 参考人呼ばないで、委員会で審査と

いう形でよろしいですか。 

〔「はい、いいでしょう」と言う人あり〕 

○森本委員長 そのように取り計らいたいと思いま

す。 

  ⑴については、以上でよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 ⑴、閉めさせていただきます。 

  次に、⑵その他なんですけれども、こちらも事

務局からどうぞお願いします。 

○伊藤書記 （議員の入替えについて。） 

○森本委員長 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 忘れないようにしてください。 

  あと、そのほかの日、星取表どおり、間違って

欠席しちゃったりとか、自分の一般質問で来なか

ったりとかしないように。 

  気をつけてください。 

  それでは、協議事項については以上なんですけ

れども、皆さんから何かほかにありますか。 

〔「ない」と言う人あり〕 

○森本委員長 それでは、協議事項を閉めさせてい

ただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 
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○森本委員長 続きまして、大きなその他について、

委員会で共有しておきたいとか、言っておきたい

こととか、何かあれば。どうですか。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 事務局から何かありますか。 

  事務局。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

○森本委員長 （議会報告会について。） 

○林委員 （子ども食堂について。） 

○森本委員長 そのほか、何かありますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、大きなその他も

閉めさせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○森本委員長 それでは、閉会とします。 

  これをもちまして、福祉教育常任委員会を閉会

させていただきます。 

  この９月定例会議中、皆さんに御協力をどうぞ

よろしくお願いいたします。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時１０分 
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福祉教育常任委員会／予算常任委員会及び決算審査特別委員会（第二分科会） 

 

令和３年９月１３日（月曜日）午前１０時開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 森 本 彰 伸  副 委 員 長 星 野 健 二  

委 員 三本木 直 人  委 員 林   美 幸  

委 員 小 島 耕 一  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 齋 藤 寿 一  

 

欠席委員（１名） 

委 員 金 子 哲 也    

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

保健福祉部長
兼 

福祉事務所長 
鹿  野  伸  二   社会福祉課長 押 久 保     昭   

社会福祉課長 
補 佐 

二 ノ 宮  直  美   社会福祉係長 戸 井 田  香  苗   

地域共生係長 小  田  由 起 子   障害福祉係長 金  子  春  美   

保 護 係 長 渡  辺  英  俊   高齢福祉課長 高  塩  浩  幸   

高齢福祉課長 
補 佐 兼 
高齢福祉係長 

大  木     聡   介護管理係長 平  城  靖  啓   

介護認定係長 吉  冨  真 樹 子   地域支援係長 渡  邉  純  子   

国保年金課長 松  村  儀  久   
国保年金課長 
補 佐 兼 
管 理 係 長 

若 目 田  治  之   

国保年金係長 田  中  幸  子   

健康増進課長 
兼黒磯保健セ 
ンター所長兼 
西那須野保健 
センター所長 

相  馬     勇   

健康増進課長 
補 佐 兼 
健康増進係長 

倉  俣  久 美 子   保健予防係長 小  髙  久  美   

健 康 増 進 係 
副 主 幹 

佐  藤  明  美   
西那須野保健 
センター所長 
補 佐 

根  本  カ  ヨ   
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西那須野保健 
センター健康 
増進係副主幹 

金  山  富 美 恵 

保 健 福 祉 部 
次長兼新型コ 
ロナウイルス 
感 染 症 対 策 
室 長 

粟  野  誠  一   

新 型 コ ロ ナ 
ウ イ ル ス 
感 染 症 対 策 
室 長 補 佐 

礒     将  央   

新 型 コ ロ ナ 
ウ イ ル ス 
感 染 症 対 策 
室 主 査 
（ 係 長 級 ） 

山  本  達  也   

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊 藤 奨 理    

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．審査事項 

   〔保健福祉部〕 

    ・保健福祉部長挨拶 

   〔社会福祉課〕 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔高齢福祉課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    ・議案第７０号 令和３年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ４号 令和２年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

   〔国保年金課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    ・議案第６８号 令和３年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    ・議案第６９号 令和３年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ２号 令和２年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ３号 令和２年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

   〔健康増進課〕 
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    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６８号 令和３年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ２号 令和２年度那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    ・認定第 ３号 令和２年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

   〔新型コロナウイルス感染症対策室〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

  ３．散 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○森本委員長 皆さんおはようございます。福祉教

育常任委員会の審査ということでお集まりいただ

きましてありがとうございます。 

  コロナの緊急事態宣言も30日まで延長になった

ということで予断を許さない、全体では新規感染

者数は減る傾向にはなってきてはいるんですけれ

ども、まだまだちょっと予断を許さない状態にな

っております。ワクチン接種も大分進んできては

いるんですけれども、実際、私もまだ、この委員

会の中でもまだ終わっていない人もいるのかなと

思いますけれども、10月ぐらいにはある程度、市

長もおっしゃっていましたけれども、打てるのか

なと思っていますので、その後、経済的にもいろ

いろ回していかなきゃいけないのかなというふう

には思っています。コロナに関しては、うちらの

委員会の所管ということもありますので、その辺、

しっかり捉えて、委員会の中での協議を進めてい

きたいと思います。 

  それでは、委員会のほうを始めていきたいと思

います。 

  まず、ただいまの出席委員なんですけれども８

人になっています。金子委員から、ちょっとけが

をされたということで欠席の連絡がありましたの

で、今日は８人になっています。私が抜けるので

７人での採決になりますので、過半数は４名にな

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、ただいまから福祉教育常任委員会、

予算常任委員会（第二分科会）、決算審査特別委

員会（第二分科会）を開会いたします。 

  審査の日程及び審査順は、お手元に配付の次第

のとおりとします。 

  当常任委員会に付託された案件は、陳情１件で

ございます。予算常任委員会付託案件のうち、当

分科会で審査すべき案件は、補正予算案件４件で

あります。また、決算審査特別委員会付託案件の

うち、当分科会で審査すべき案件は、決算認定案

件４件であります。これらの案件につきましては、

関係所管課のところで随時分科会に切り替えて審

査を行います。 

  なお、決算審査時は、齋藤監査委員は委員外の

議員となります。質疑などの発言、採択への参加

などは一切できませんので御注意ください。 

  議案審査において討議すべき点がございました

ら申し出てください。議員間討議を行います。委

員各位におかれましては、慎重なる審査とともに

円滑な進行への御協力をお願い申し上げます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保健福祉部の審査 

○森本委員長 それでは、審査事項に入ります。 

  これより保健福祉部の審査に入ります。 

  初めに、保健福祉部長から御挨拶をお願いいた

します。 

  部長。 

○鹿野保健福祉部長 （挨拶。） 

○森本委員長 ありがとうございました。部長から

御挨拶をいただきました。 

  今日、説明だったりとか、委員の発言に関しま

しても着座にて全て行いますので、私の挨拶も部

長の挨拶も座ったままだったんですけれども、そ

のようにしますし、課長以下の説明のときも全て

着座でお願いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。一応、議場でもやっていますけ

れども、コロナ対策という意味もありますので、

座っての発言をお願いしたいと思います。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎社会福祉課の審査 

○森本委員長 ただいまから、社会福祉課の審査に

入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  社会福祉課については、福祉教育常任委員会、

予算常任委員会に対する付託案件がありませんの

で、決算審査特別委員会（第二分科会）に切り替

え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第１号 令和２年度

那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○押久保社会福祉課長 （認定第１号について説

明。） 

○森本委員長 ありがとうございました。 

  それでは、説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑のある方は、よろしくお願いいたし

ます。 

  小島委員。 

○小島委員 165ページ、生活保護費ですね、コロ

ナになっているんで、どっちかというと生活保護

費増えるのかなと思ったら減っていると。そうい

う理由については、まずどういうふうに考えてお

りますか。 

○森本委員長 課長。 

○押久保社会福祉課長 基本的に通常生活保護とい

うのは、タイムラグがあるものだというふうには

個人的にはまず思っています。ただ、要するに昨

年度中は、ことごとく外出を控えてくださいとか、

場合によっては医療機関なんかにも、本来だった

らしょっちゅうかかられていた方も受診控えがあ

ったのではないのかなと。決算額で見ると、そも

そも扶助費の約６割が医療費になってございまし

て、やっぱり決算額約１億円減っている理由の大

きな理由だと思うんですけれども、その一番ウエ

ートの大きい医療費、受診控えがやっぱり考えら

れるのかなというふうに思っています。 

  若干、生活保護受給者というのは増加傾向には

あるんですけれども、昨年度から生活困窮者の要

は生活保護に至らないような特別定額給付金もそ

うですし、住居確保給付金もそうですし、今年７

月から生活困窮者自立支援給付金、こちらもあり

ました。最後の最後が生活保護と。ですから、ま

だそういった制度が生きているといいますか、運

用されている間というのは目立って増えないのか

なというふうには思っています。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 生活保護者740世帯と今ここに出てい

ますけれども、これは前年と比べてどのような状

況であるか、ちょっと再度お聞きします。 

  決算年度の前の年と比べて増減はどうなってい

るのか。 

○森本委員長 係長。 

○渡辺保護係長 生活保護世帯の推移についての御

質問ですが、令和２年３月末と令和３年３月末の

数字を比較しますと、世帯数で５件の増となって

おります。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○小島委員 はい。 

○森本委員長 そのほか質疑のある方はいらっしゃ

いますか。 

  副委員長。 
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○星野副委員長 すみません、じゃ、129ページの

障害者地域生活支援費の扶助費の成年後見相談会

という業務なんですけれども、これは大体年に何

回ぐらい。それと何名ぐらいの方が相談に来られ

ているか分かればお伺いします。 

○森本委員長 係長。 

○金子障害福祉係長 成年後見相談会に関しては年

４回、１回当たり２時間といいますか、１人１時

間で一度に２名まで受けられるということで、１

回で４名まで相談が受けられるようなのを年４回

やっているところなんですけれども、実際の相談

件数、ちょっと今日はリストを持ってきていない

んですけれども、おおむね１回当たり１人から２

人ということです。満杯になることはないんです

けれども、全くいないという日もほとんどないと

いうような状況になっております。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○星野副委員長 はい。 

○森本委員長 そのほか質疑のある方、いらっしゃ

いますか。 

  林委員。 

○林委員 124ページ、生活困窮者自立支援事業費

の住居確保給付金事業というのは、こちらは家賃

補助とかに使用するものなんですか。内容を教え

てください。 

○森本委員長 係長。 

○渡辺保護係長 住居確保給付金についてですが、

所得制限がございますが、制限の範囲内の申請者

に対して生活保護基準と同等の住宅補助費相当額

を支給するというもので、１人世帯ですと上限が

３万2,200円、２人世帯ですと３万9,000円、３人

以上の世帯で４万1,800円を、原則最初３か月の

支給、その後、延長、再延長、再々延長とありま

して、今年度について言えば９か月は支給される

というものです。支給を継続する要件もございま

すが、通常の就職活動をきちんと取り組んでいた

だければ支給し続けることができる、そういった

制度になっております。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○林委員 はい。 

○森本委員長 そのほか質疑のある方、いらっしゃ

いますか。 

  ここで議事進行を副委員長と交代いたします。 

（委員長、副委員長と交代） 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 123ページの避難行動要支援者支援

事業で臨採職員の採用がなかったために211万

7,565円のマイナスということで説明があったん

ですけれども、この臨採職員の業務内容はどうな

んでしょうか。 

○星野副委員長 地域共生係長。 

○小田地域共生係長 まず、避難行動要支援者の支

援事業でございますけれども、毎年1,000人近く

の新規の該当者が出てくるんですけれども…… 

〔「1,000人ですか」と言う人あり〕 

○小田地域共生係長 そうですね、そちらの方に毎

年、まずは同意するかしないか、この制度を使う

か使わないかというところの通知などをまず送っ

ております。そちらの返信などの取りまとめ。そ

れから、その返信に応じまして地図システムなど

に入力をしまして、あとは地域の方、支援者の方

などに、その同意者名簿のほうを配布いたします

ので、その作業、そういったものをお願いしてお

ります。 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 その方々というのは、多分、以前か

ら採用されていた部分があると思うんですけれど

も、今回、臨採がなかったということだったんで

すけれども、その業務は現状の職員数で足りてい

るという考え方でよろしいですか。 
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○星野副委員長 係長。 

○小田地域共生係長 今は正職員のほうで対応して

おります。 

○星野副委員長 ここで、それでは議事進行を委員

長に交代いたします。 

（副委員長、委員長と交代） 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。よろしいですか。 

  小島委員。 

○小島委員 すみません、125ページ、障害者福祉

総務費の中で、国道400号の外構工事費がなくな

ったということですけれども、障害者はこういう

事業をするということ、去年あたりはやったとい

うことなんですか、前年ですか。 

○森本委員長 課長。 

○押久保社会福祉課長 国道400号を今、拡張工事

を、どこになるのか、大字三島ですね、あそこに

多機能障害者福祉事業所があるんですけれども、

そこの敷地が市の敷地なんですよね。それで外構

を当然のことながら大田原土木事務所のほうから、

そういった補償費、そういったものは出ています

が、工事というのは、うちのほうが発注しなけれ

ばいけなかったというところで、その工事費が昨

年度は、昨年完成したものですから、最終的に支

払いをさせていただいたというところで、今年度

は当然のことながら、その工事費、もう終わって

いますので支払いがないという。当然、こちらの

事業の中に組み込ませていただいた予算というふ

うな形で執行させていただいた経過ということに

なっています。 

○森本委員長 今の答弁なんですけれども、三島じ

ゃなくて、西三島ですね。つくしの場所ですね。 

○押久保社会福祉課長 ありがとうございます。 

○森本委員長 西三島だったと思いますので、一応

……。 

○押久保社会福祉課長 すみません。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○小島委員 社会福祉協議会で補助金が増えたとい

う話は何ページでしたっけ。 

〔「123ページ」と言う人あり〕 

○小島委員 県の補助金が増えたのに、決算額は減

額になっている。決算額が減額になった理由がち

ょっと分からなかったんですけれども。 

○森本委員長 課長。 

○押久保社会福祉課長 我々市のほうから補助金、

実績補助の補助金ですね。基本的には人件費を主

に運営費補助というふうなところで出させていた

だいているんですけれども、結局、社会福祉協議

会とすると入ってきたお金で運営するわけですが、

要するにうちが出しているのか県が出しているの

かというところです。ですから、当然、県からも

入ってくるのに、県からの補助金が栃木県ではな

くて栃木県社会福祉協議会、そちらからの補助金

が増えたと。要するにコロナ禍でもって相談支援

事業ですとか、そういったものにお金が必要でし

ょうということで、どうやら増えていたみたいで

すね。そういったことから、うちのほうが結果と

して補助金、少なめに決算することができたと。 

○小島委員 分かりました。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○小島委員 はい、結構です。 

○森本委員長 そのほか質疑ありますでしょうか、

よろしいですか。 

  それでは、質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。討議すべき点あるいは委員からの御意見

がございましたら、よろしくお願いします。よろ

しいですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ
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んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ほかにないようですので、討論を終

結したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については原案のとおり認定すべ

きものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  社会福祉課の所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

  その他として委員の皆さんから何かございます

か、ないですか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 以上で社会福祉課の審査を終了いた

します。お疲れさまでした。 

  ここで執行部の入替えを行います。お疲れさま

でした。 

 

休憩 午前１０時３４分 

 

再開 午前１０時４３分 

 

○森本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎高齢福祉課の審査 

○森本委員長 ただいまから高齢福祉課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  高齢福祉課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会別委員会（第二分科会）に切り替え審査を行い

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 それでは、議案第67号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○高塩高齢福祉課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 今、９ページの高齢福祉課で疾病予防

対策事業の精算に伴う返還金ということで、国に

戻すんだと思うんですけれども、これは使わなく

て戻すんですか、それとも何か理由があって戻す

のか、ちょっとそこら辺は理由をお伺いしたいと

思います。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 これは全額繰越しということ

ではなくて、使った後の残金の精算ということで

す。使った後だけです。 
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○小島委員 はい、了解。 

○森本委員長 そのほかございますか、いいですか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。討

議すべき点、あるいは議員からの意見はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び、

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７０号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 それでは、議案第70号 令和３年度

那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○高塩高齢福祉課長 （議案第70号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 １つ教えてもらいたいんですけれども、

介護保険の財政調整基金積立金２億9,000万余と

いうのを原資として積み立てるというんですけれ

ども、この財政調整基金の原資というのは、毎年

このぐらいの金額が積み立てられるかどうかお伺

いしたいんです。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 その年度の決算剰余金の金額

によって、積立ての原資とするかというところが

決定されます。幾ら余るかというところも大いに

関係するところではございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 この財政調整基金積立金の国からの目

標値みたいなものというのはあるんですか、何％

積み立てなさいとか。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 目標とするパーセンテージの

指標はございませんけれども、決算剰余金の振り

分けといいますか精算方法、積み立てるものにつ

いては地方財政法の規定の中できちっと示されて

おります。その額に準じて出しているという。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 那須塩原市としての介護保険の積立金

というのは、これまでにどのぐらい積み立てられ

ているのか、ちょっと分かればお聞きします。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 昨年、年度末の介護保険の財

政調整基金の残額ですけれども、こちらは13億

5,393万7,597円が年度末の状態です。ちなみに今

回積み立てる額が加わるということになります。 
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○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 これから見ると、那須塩原市の介護保

険というのが、かなり財政的には余裕があると見

ていいのかどうか、そこをお伺いしたいと思いま

す。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 介護の保険料の基準額は、そ

れぞれ３年間の計画ですね、ですから本会計は第

８期高齢者福祉計画の中の保険料ということで、

それぞれの各期で決定しているところでございま

す。こちらは８期の保険料予算、基準額を決める

に当たっては、約３億くらいの基金の取崩しを実

際に行って、上昇した部分を何とか抑えて、前期

と同じ5,400円の月額基準というふうになってご

ざいます。これからはもうどれぐらいの介護サー

ビス給付によって支出が伸びるかというところに

も非常に関係はしてくるんですけれども、その辺、

一気に取崩しをして抑えるとなると、将来がまた

不安になってしまいますので、そこは十分検討し

ながら、適正な取崩しを活用して、急激な上昇を

しないような設定をしていきたいというふうには

考えています。 

○小島委員 分かりました。 

○森本委員長 いいですか。 

  そのほか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。討

議すべき点、あるいは委員からの意見はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び、

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第70号 令和３年度那須塩原市介護保険特

別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第70号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 続きまして、予算常任委員会を決算

審査特別委員会（第二分科会）に切り替え審査を

行います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○高塩高齢福祉課長 (認定第１号について説明。) 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 ページで131ページから132ページにか

けて、敬老祝金・記念品贈呈費、3001事業につい

てなんですけれども、それぞれ、88歳と100歳以

上と79歳以上ということで人数が出ていますけれ
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ども、この人数につきましては、全ての市民が対

象ということでよろしいんですか。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 こちらは市内在住で年齢要件

満たしている方については全て対象となってござ

います。 

○佐藤委員 住所とか、それがここに、那須塩原市

であれば、全ての人が…… 

○高塩高齢福祉課長 市民ということで。 

○佐藤委員 市民であれば対象になっているという

ことでよろしい。分かりました。 

○森本委員長 そのほか質疑はよろしいですか。 

  林委員。 

○林委員 134ページ、地域医療介護相互確保事業

費の中の介護に関する入門的研修ということで、

10月から11月に開講がまだ未定ということだった

んですが、この介護というのは介護専門員の養成

みたいなことをするんですか、内容を教えてくだ

さい。 

○森本委員長 課長。 

○高塩高齢福祉課長 こちらについては、介護従事

の経験がない方、本当に御家族の介護をされてい

た、介護に関心のある方という方を対象として、

入門的な初級研修といいますかね、そういった内

容となっています。 

○林委員 了解しました。 

○森本委員長 そのほかありますか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。 

  協議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  それでは15分間休憩入れますので、11時半から

再開したいと思いますので。 

 

休憩 午前１１時１５分 

 

再開 午前１１時２６分 

 

○森本委員長 それでは、休憩前に引き続き審査を

始めます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第４号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 （認定第４号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 414ページの３項１目総合相談事業で
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増額になった要因について伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  増額の理由ですね。754万2,000円増額になって

いる。 

  課長。 

○高塩高齢福祉課長 こちらのまず委託料の金額の

設定なんですけれども、地域包括センターにはい

わゆる３職種が配置されているというところで、

その職種によって対応する業務内容が変わってき

ます。実際にこちらについては、増額…… 

〔「配置増です」と言う人あり〕 

○高塩高齢福祉課長 配置増ということで、人件費

の。 

〔「総合職の配置増」と言う人あり〕 

○高塩高齢福祉課長 はい。ということの増加でご

ざいます。 

○森本委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 人が増えた。結局そういうことですね。 

○高塩高齢福祉課長 はい。 

○森本委員長 そのほか。 

  小島委員。 

○小島委員 まずは、404ページで、介護認定審査

会費、171万減額になったということなんですけ

れども、この減額になった理由をお伺いしたいと

思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○吉冨介護認定係長 ２つ理由がございまして、認

定審査会費の減額ということで、まずは「新型コ

ロナウイルス感染症対策にかかる要介護認定の臨

時的な取扱いについて」というものが国から示さ

れました。こちらの内容としましては、施設など

に入所している方と、在宅でも第三者の方にこの

コロナウイルスの関係で在宅に訪問していただき

たくないなどのやむを得ない理由がある場合には、

要介護の認定を12か月延長することができるとい

う臨時的な取扱いが行われました。令和２年は

199件の12か月の延長のケースがございまして、

それが１点です。 

  ２点目が、平成30年度から認定有効期間の見直

しがございました。最長で24か月だったんですが、

平成30年からは身体状況の内容を鑑み、36か月ま

で、１年間の有効期間の見直しがございまして、

更新申請の有効期間が原則12か月延長になったと

いうことの減少で約1,200件ほどありまして、更

新の申請の件数も少なくなったということで、認

定審査会の回数が減ったという形になります。 

  以上となります。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 402ページで、介護保険事業計画策定

事業が511万から、これも200万ほど減額になった

ということですけれども、どういう理由で減額し

たのかをお伺いしたい。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○平城介護管理係長 第８期那須塩原市高齢者福祉

計画策定支援事業の金額の減の理由ということで

ございます。 

  こちらは、複数年通しました継続的な事業にな

ってございまして、前年度につきましては、いわ

ゆるその事業計画を策定するに当たりましての事

前調査ですとか、そういったものにつきまして、

より多くの費用がかかっているという形になりま

す。今年度につきましては委託ということで、通

年で継続して複数年の契約を行わせていただいて

いるものですので、それに伴いましてのいわゆる

事業量の減ということが減額の主な理由となって

おります。 

○森本委員長 元年度は特になかったということで

すね。 
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○平城介護管理係長 そうですね、事業量が多かっ

たというように。 

〔「じゃ、もう一つ」と言う人あり〕 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 413ページで、第１号の通所作業で742

万の減額になったということ。普通、何か増える

のかなということですけれども、ここが減額にな

った理由についてお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  渡邉係長。 

○渡邉地域支援係長 こちらについては、相互事業

利用者数の人数減による保険者負担が減になりま

す。令和元年度が566人だったものが令和２年度

は425人となっております。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 通所に行く人が減ったという理由につ

いては、どんな理由でこう減っているのかをお伺

いしたいと思います。 

○森本委員長 係長。 

○渡邉地域支援係長 新型コロナウイルス感染症の

影響によるものが大きいかと推察しております。 

○小島委員 了解しました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見はご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第４号 令和２年度那須塩原市介護保険特

別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり

認定すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第４号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  高齢福祉課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで、暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１１時４９分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎国保年金課の審査 

○森本委員長 ただいまから国保年金課の審査に入

ります。担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 国保年金課については、福祉教育常

任委員会に対する付託案件はありませんので、予

算常任委員会（第二分科会）に切り替えて、審査
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を行います。 

  それでは、議案第67号 令和３年度那須塩原市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  よろしいですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見はご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６８号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 それでは、議案第68号 令和３年度

那須塩原市国民健康保険特別会計補正予算を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （議案第68号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 18ページの財政調整基金積立金ですけ

れども、これは前年度と比べて、増減はどちらで

しょうか。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○松村国保年金課長 去年に比べまして、減額とな

っております。 

○小島委員 減額ですか。 

○松村国保年金課長 はい。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 １億6,000万になるということで、か

なり増えるなという感じですけれども、この１億

6,000万というのは、国等からの指導もあって、

こう１億6,000万に決められているのか、それと

も、余ったものを自然に積立てているのか、これ

についてはどのようになっているのかお伺いしま

す。 

○森本委員長 課長。 

○松村国保年金課長 これについては、前年度の余
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剰金の２分の１を繰入れるという法律で決まって

いるものでございます。 

〔「なるほど」と言う人あり〕 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 これ、これまでも積み立てていると思

うんですけれども、総額が幾らになるか分かりま

したら教えていただきたいんですけれども。 

○森本委員長 課長。 

○松村国保年金課長 ざっとなんですけれども、お

およそ24億となっております。 

○森本委員長 補正が終わってからですよ。 

○松村国保年金課長 補正後、そうです、補正後24

億。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 24億、かなり積み立てているというこ

とで、これなんか見ると、非常に国保年金財政と

いうのは余裕があると見てよろしいんかどうかお

伺いしたいと思います。 

○森本委員長 課長。 

○松村国保年金課長 他市町村と比べまして、他市

町村だと市町村というか県内の市が、平均なんで

すけれども17億、これは令和元年度の資料しかな

いんですけれども、17億2,100万程度が県内の平

均となっています。それに比べて24億ですので、

そんなには多い少ないはないと考えております。 

○小島委員 分かりました、ありがとうございます。 

○森本委員長 大丈夫ですか。 

○小島委員 はい、大丈夫です。ありがとうござい

ます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思います。御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第68号 令和３年度那須塩原市国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

可決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第68号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６９号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 それでは、議案第69号 令和３年度

那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算を議

題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （議案第69号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 20ページに、２款１項１目後期高齢者

医療広域連合の710万3,000円の算出方法について
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伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○松村国保年金課長 算出方法ですけれども、決算

については、歳出、これ歳出。これらについては、

過年度徴収保険料706万3,555円と過年度徴収延滞

金３万8,500円、それの合計で710万2,055円で、

その予算に上がっているものを差し引いて、710

万3,000円を歳出するものであると。 

○森本委員長 係長。 

○田中国保年金係長 この710万3,000円なんですけ

れども、課税課のほうで後期高齢者医療の保険料

を徴収します。そして、それをそのまま広域連合、

栃木県後期高齢者広域連合のほうに納めることに

なっております。 

  過年度分、出納閉鎖までの４月、５月に入った

保険料というのを、金額を確定させて、その年度

のうちに納めるのは、タイムスケジュール的にも

できないんで、過年度分で今年度、今年度は４月、

５月に入った分は、次の年にお支払いすることに

なっていまして、那須塩原市で預かった保険料の

金額のとおりの請求書が出来上がりまして、広域

連合さんからいただいているということになって、

それを通常どおり、支出負担行為命令等を起こし

まして、広域連合のほうに納めるということにな

っております。 

○森本委員長 分かりましたか。 

○佐藤委員 後で詳しく聞きます。 

○森本委員長 どんなこと分からないとかあれば。 

○佐藤委員 要するに、県のほうに納めるお金とい

うことなんですよね。 

○田中国保年金係長 そうなんです。広域連合、後

期高齢者医療というのは、栃木県後期高齢者医療

広域連合という、地方自治法で決まっている団体

が母体なんですね。私たちは、保険料の徴収を委

託というか。 

○佐藤委員 代理していると……。 

○田中国保年金係長 そうです。納めていただきま

した。今回の、出納閉鎖って５月までなので、５

月までに納める方もいるわけですよ、３月までじ

ゃなくて、４、５のうちに納める方もいるんです。 

  それを、預かった那須塩原市は広域連合に納め

なければならないのですが、４月分を締めて、５

月分を締めてになると、今度、こちらの出納閉鎖、

歳出のほうの出納閉鎖が閉じてしまうわけですよ。

出せなくなっちゃうんですね、預かったやつが。�

  なので、次の年に繰り越しまして、次の年に補

正しまして、そして次の年の予算で払う。�

  これは、県内全部同じやり方で、広域連合のほ

うに納める、こんな形で納めると。�

○佐藤委員 分かりました。 

○森本委員長 昨年の納めなきゃいけなかった分の

補正を組んだのを、今回補正で上げているという

ことですよね。 

○田中国保年金係長 そうです。昨年度の分で預か

った保険料なんですけれども、出納閉鎖期間に納

まったので、こちらの歳出の出納閉鎖期間が来て

しまうという、出せなくなると。 

○森本委員長 その、だからその一部ということで

すよね、これ、歳出の。 

○田中国保年金係長 そうです。 

○森本委員長 全部じゃないですよね。 

○田中国保年金係長 ４月、５月、出納閉鎖期間分

で納まったものを繰り越しまして、その分補正予

算を組むということなので、もう既に預かってい

るものを補正して出すと。 

○森本委員長 昨年の４月、５月に集めたもの。 

  今年の４月、５月。 

○田中国保年金係長 そうです。 

○森本委員長 今年の４月、５月に納めたものが、
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閉まっているんで、出納が納まっているんで、４

月、５月に集めたものを、今回９月に補正を組ん

で納めるということですね。はい。分かりました。 

○田中国保年金係長 財源は繰り越していますので、

それをそっくりそのまま補正に上げて出す。 

○佐藤委員 分かりました。タイムラグが起きてい

るということですね。 

○森本委員長 タイムラグというか、４月、５月に

集めたものを今回９月に補正して調整して、４月、

５月で出納が閉まっているんで、その時には出せ

ないから、今回の補正で組んで納めるということ。 

○田中国保年金係長 そうです。 

○佐藤委員 分かりました。すみません。ちょっと

初歩的な話で、すみませんでした。 

○森本委員長 分かりました。 

  そのほか質疑はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 皆さん、よろしいですか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。 

  討議すべき点あるいは委員からの意見はござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第69号 令和３年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り可決すべきものとすることに異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第69号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 続きまして、予算常任委員会を決算

審査特別委員会（第二分科会）に切り替え審査を

行います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 123ページの国民健康保険特別会計繰

出金が551万減額に、前年度より減っているとい

うことですけれども、コロナの状況の中で、どう

して減額になっているか、分かれば教えてくださ

い。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  補佐。 

○若目田国保年金課長補佐 こちらは、特別会計繰

出金ということで、国保財政の運営を図るために、

国のほうから、一般会計のほうから来ているとい

うことで、まず、国のほうについては、保険基盤

安定というところで、国保ですと、自営業者が多
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いということで、所得が低いところにありまして、

そこを補塡するために、国から財政支援をしてい

ると。その部分が減った部分が大きくなっており

ます。 

  職員給与費につきましては、一般会計から繰り

出しているんですけれども、そちらのほうも減額

になったということで、そのほかに出産一時金と

第三者支援事業もあるんですが、出産一時金のほ

うは例年どおりということで、ここについては国

からの保険基盤安定で入っている収入が減ったと

いうのが大きな要因だというふうに考えています。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 その下に、後期高齢者医療特別会計繰

出金ということで、これは1,562万増加している

というようなことで、この増加の要因が分かれば、

お伺いしたいと思います。 

○森本委員長 係長。 

○田中国保年金係長 繰入金なんですけれども、事

務費、まず事務費繰入金の部分で、後期高齢者医

療の予算の一般管理費、国保年金課で後期高齢者

医療の事務を行うためのお金のところで、ＴＡＳ

Ｋというシステムを全庁的に使っておりますが、

それを特別会計分は特別会計分で支払う、一般会

計分は一般会計分で支払う、そのシステムのリー

ス料とか賃借料とか手数料とかという整理が令和

元年の10月、システムリリースのときにちょっと

流れまして、令和２年は、そこでその事務費のシ

ステムの整理だけで、結構プラス500万ぐらいい

っています。 

  あとは、基盤安定のほう、国保と一緒なんです

けれども、基盤安定繰入金ということで、これも

後期高齢者医療のほうに直接納入するものなんで

すが、それが増えています。 

〔発言する人あり〕 

○森本委員長 差額が多いところは、差額の理由は

ちょっとつけてもらえるといいのかな、これは何

の決算ですよという説明で、差額の説明がなかっ

たんで、歳出に関して。その辺は、説明していた

だけるといいのかなと思いますんで、この後まだ

ありますから、一応申しつけておきます。 

  そのほか、質疑はございますでしょうか。 

  よろしいですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点あるいは委員からの意見はござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎認定第２号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第２号 令和２年度

那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （認定第２号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 364ページ、コロナの関係で国民健康

保険を減額したということでしたけれども、何名

程度の減額したのか、分かればお願いしたいと思

います。 

○森本委員長 補佐。 

○若目田国保年金課長補佐 364ページの災害臨時

特例補助金のということでよろしかったでしょう

か。 

○小島委員 そうです。 

○若目田国保年金課長補佐 これにつきましては、

東日本大震災と新型コロナということで、コロナ

に関しては1,057万2,000円が国から入って補塡さ

れているということで、世帯数としては109世帯

となっております。 

○小島委員 分かりました。 

○森本委員長 ほかに質疑はありますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点あるいは委員から意見はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第２号 令和２年度那須塩原市国民健康保

険特別会計歳入歳出決算認定については、原案の

とおり認定すべきものとすることに異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第２号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第３号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第３号 令和２年度

那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○松村国保年金課長 （認定第３号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 387ページ、後期高齢者医療広域連合
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納付金が、前年と比べまして5,800万近く増加し

ていると。この増加した要因についてお伺いした

いと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○田中国保年金係長 後期高齢者の被保険者数とい

うのが、高齢化社会というのもありまして、年々

増加しておりますというのが１点。 

  それから、保険料の軽減緩和といいまして、後

期高齢者医療制度ができて、法律ができました。 

  そこで、本則でうたっている率から、いきなり

それにするのは、保険料軽減、所得が少ない人の

軽減ということです。それを、いきなりそれにす

るのはというところで、経過措置がございました。 

  それの経過措置がなくなる、どんどんなくなっ

ていて、令和２年が最後になるのかな。あと、保

険料の賦課の上限額が、所得が多い方、計算かけ

てみて100万となっても、64万までしかかからな

いようになる。あれも賦課限度額が上がっている、

２万円ほどですが、令和元年より上がっていると

いうところで、被保険者数の増、軽減の緩和、そ

れから限度額が２万円ほど上がった。それで保険

料が増加したことによって、これ、先ほど御説明

した保険料をそのまま広域連合で納めるという納

付金ですので、これで増えているのかなと考えて

おります。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 後期高齢者の人数も増えているという

ことでいいですか。 

○田中国保年金係長 人数も増えています。 

○森本委員長 これですね。 

○小島委員 そうですね、はい、了解しました。 

○森本委員長 よろしいですか。 

  そのほか、質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ここで議事進行を副委員長に交代い

たします。 

（副委員長、委員長と交代） 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 385ページの一般管理費なんですけ

れども、通常の経常経費ということの説明だった

んですけれども、額で400万から上がっているん

ですね。通常の経常経費ということは、そんなに

は変化がないのかなと思うんですけれども、400

万、421万8,041円上がった要因を教えてください。 

○星野副委員長 課長。 

○松村国保年金課長 これは、まず、主な理由とし

ましては、個人番号利用事務系システム、ＴＡＳ

Ｋというシステムがあるんですけれども、そちら

がシステムリプレース、入替えに伴いまして、令

和元年度10月から、契約については特別会計は特

別会計から支出する整理を行ったため、令和２年

度分の12か月増になって、増えたような状況でご

ざいます。 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 そうしますと、元年度までは一般会

計で扱っていたその経費が、経常経費が、令和２

年度からはこの特別会計のほうで計上されるよう

になったという考え方でよろしいですか。 

○松村国保年金課長 はい。そうです。 

○森本委員長 それが要因ということですね。 

○星野副委員長 それでは、議事進行を委員長に交

代いたします。 

（副委員長、委員長と交代） 

○森本委員長 そのほか質疑ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第３号 令和２年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定については、原案

のとおり認定すべきものとすることに異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第３号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  国保年金課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 １時５０分 

 

再開 午後 ２時０２分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎健康増進課の審査 

○森本委員長 ただいまから健康増進課の審査に入

ります。担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６８号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 健康増進課については、福祉教育常

任委員会に対する付託案件がありませんので、予

算常任委員会（第二分科会）に切り替え審査を行

います。 

  それでは、議案第68号 令和３年度那須塩原市

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○相馬健康増進課長 （議案第68号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 



－134－ 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第68号 令和３年度那須塩原市国民健康特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第68号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  続きまして、予算常任委員会を決算審査特別委

員会（第二分科会）へ切り替え審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第１号 令和２年度

那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○相馬健康増進課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明は終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑はございませんか。 

  小島委員。 

○小島委員 184ページで、不妊治療費助成費とい

うことで、1,889万円ということですけれども、

国でも不妊治療についてはやるということですけ

れども、不妊治療の中身的には、国で考えている

ものと、今回の市でやっているものと、どんな違

いがあるのか、ちょっとそこを、私も分からない

ので、教えていただきたいんですけれども。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長補佐。 

○倉俣健康増進課長補佐 今回国で言っているのは、

保険診療でやるかどうかというところかと思うん

ですけれども、現在の那須塩原市の不妊治療費に

おきましては、保険診療ではないところのものと

いうことで、１組の夫婦で、１年度１回の申請で、

５回までの申請で、保険診療外の診療費で半分、

２分の１を掛けまして、30万円を限度に助成をし

ております。 

○森本委員長 副委員長にここで進行を代えます。

交代します。 

（委員長、副委員長と交代） 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 すみません、178ページのがん検診

なんですけれども、コロナの影響で４月から10月

に検査の日を移行したせいで減ったということな

んですけれども、その４月から10月に移行した際

ということは、結局その期間、４、５、６、７、

８、９、この６か月間を検診を、受けなかったら、

しなかったから、その分６か月間減ったという意

味合いでよろしいんですか。それとも、遅くした

ら、そのことで皆様も受けなかったという考え方

なのか。そこはどうなんでしょうか。 

○星野副委員長 課長補佐。 

○倉俣健康増進課長補佐 コロナの影響で、やはり

10月までできなかったということで、その後、受

けていない方に対しても、その後の回数、本当に

少ない回数だったんですけれども、最大限回数は

増やした中で、前に受けられなかった方に御案内

を差し上げて、そこで申込みを再度取り直して、

行ったという状況になっております。 

  その中で、やはり検診の受診の控えも、やっぱ

り受診控えというところもありますし、あと、希
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望してもなかなか回数が収まらなかったというこ

ともありまして、結果的には、検診の回数が106

回予定をしていたのが、すみません、ちょっと数

をしっかり覚えていないと思いますが、六十数回

になったということもありまして、受診者が減っ

てしまいまして、委託料が減ったということにな

っています。 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 そうすると、時期の問題よりも、受

診者のコロナがある中で病院に行ったりとか、検

査を受けるということを控えたのがやっぱり要因

だったという形ですかね。 

○星野副委員長 課長補佐。 

○倉俣健康増進課長補佐 集団検診のほうは、やは

り控えたというところもあるんですけれども、反

対に、医療機関で受ける検診ということは、数は

例年よりも増加している状況にあります。それで、

でも、ただ全体の数としては減少したという形と

なっております。 

○星野副委員長 議事進行を委員長に交代いたしま

す。 

（副委員長、委員長と交代） 

○森本委員長 それでは、小島委員。 

○小島委員 すみません、171ページですね、新型

コロナウイルスの関係で、新型コロナウイルス対

策という中で、交付金ということで、医療体制確

保支援金という形で735万円出していますけれど

も、これの積算基礎みたいな形で、あと、どんな

流れで支援をしたのか、ちょっとお伺いしたいと

思うんですけれども。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○小髙保健予防係長 こちらコロナの医療体制確保

の支援金ということなんですが、いわゆる第１波

があった時期、昨年の３月下旬から５月中旬あた

り、４月10日がピークだったんですけれども、こ

の際に、コロナの専門病床を確保した市内医療機

関に対して、支援金のほうを交付したというもの

でございます。 

  確保した専用病棟の数に、確保した日数、それ

から、重症患者を受け入れているか、そうではな

いかということで、病床ごとに単価のほうを設定

しまして、そちらを掛け合わせまして、１日当た

りの額というものを決めまして、そちらを乗じた

額を交付をしているような形になります。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 医療施設としては、何か所ぐらいに出

したのか分かりますか。 

○森本委員長 係長。 

○小高保健予防係長 ２か所になります。 

○小島委員 それと、その下にもやはり新型コロナ

ウイルス感染症対応医療従事者応援給付金という

ことで、同じような中身だと思うんですけれども、

これについて、具体的な支出内容をお伺いしたい

と思います。 

○森本委員長 係長。 

○小髙保健予防係長 こちらに関しましては、令和

２年の７月20日から、令和３年の１月31日までの

間に、５日以上防護服を着用して入院患者の治療

等に当たった市内医療機関の医療従事者に対する

応援給付金になります。 

  ７月20日というのが、実際に患者の受入れが始

まった日から、なるべく多くの従事者に交付した

いということで、１月末までと設定をさせていた

だいたところです。 

  以上です。 

○小島委員 ありがとうございます。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 181ページの妊産婦・乳幼児保健費の事

業の中の産後ケアがコロナの影響で４分の１にな
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ったということなんですが、これも先ほど森本委

員のほうにあったように、医療機関等に１泊２日

で行くのをコロナの影響で懸念されて行かなかっ

たということでマイナスなんですか。 

○森本委員長 補佐。 

○倉俣健康増進課長補佐 そうですね、宿泊になり

ますと、ＰＣＲ検査が必要になったりというとこ

ろもあって、そこで利用控えがあったりとか、あ

と、一部ちょっと利用制限があった医療機関があ

ったというところで、その宿泊のところが減額に

なっていると。 

○林委員 了解しました。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますか。 

  副委員長。 

○星野副委員長 すみません、180ページの風疹の

委託料なんですが、風疹の追加的対策抗体検査と

予防接種というと、これ何名ぐらいの追加があっ

たのかをお伺いいたします。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○小髙保健予防係長 実施人数ということでよろし

いでしょうか。 

○森本委員長 追加人数。 

○星野副委員長 追加でいいです。 

○小髙保健予防係長 風疹の追加的対策ということ

で、抗体検査のほうが1,927人、予防接種のほう

が349人となっております。 

○森本委員長 副委員長。 

○星野副委員長 これは、当初見込んでいたより、

かなり多くなったということでよろしいですか。 

○森本委員長 係長。 

○小髙保健予防係長 見込みよりは大分低くなって

おります。 

○森本委員長 副委員長。 

○星野副委員長 すみません、当初よりもかなり低

いのに、実際には追加の対策をしたという理由は

どういう理由ですか。この予算の。 

○森本委員長 係長。 

○小髙保健予防係長 こちらの風疹の追加的対策な

んですが、令和元年度からの３か年で四、五十代

の男性の方に対して、国のほうで、定期接種とし

て扱っているものでございまして、市で独自にと

いうよりは、全国的に行っているものでございま

す。 

○森本委員長 よろしいですか。 

  そのほかございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 
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  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第２号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第２号 令和２年度

那須塩原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○相馬健康増進課長 （認定第２号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第２号 令和２年度那須塩原市国民健康特

別会計歳入歳出決算認定については、原案のとお

り認定すべきものとすることに異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第２号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第３号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第３号 令和２年度

那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○相馬健康増進課長 （認定第３号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  何か質疑ありますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論ございますか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第３号 令和２年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定については原案の

とおり認定すべきものとすることに異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第３号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  健康増進課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時４１分 

 

再開 午後 ２時４６分 

 

○森本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎新型コロナウイルス感染症対策

室の審査 

○森本委員長 ただいまから新型コロナウイルス感

染症対策室の審査に入ります。担当課の皆さん、

お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 新型コロナウイルス感染症対策室に

ついては、福祉教育常任委員会に対する付託案件

がありませんので、予算常任委員会（第二分科会）

に切り替え、審査を行います。 

  それでは、議案第67号 令和３年度那須塩原市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  執行部から議案説明を簡潔にお願いします。 

  室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 （議案

第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 人材派遣について、これはどこから。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 ＪＲバ

ス関東から来ていただくことを今進めてございま

す。 

○佐藤委員 そうすると、職種というのはどういう

形。ＪＲバスなので、車両がほかから来たという

ことは、その運転ということでよろしいんでしょ

うか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 ＪＲバ

ス関東のほうで来ていただくんですが、基本的に

は事務を執っていただきます。 

  内容的には、先ほど申し上げました感染症対策

の取組認証制度がございまして、こちら、今、認

証のほう進めてございますけれども、今後、それ

をブランド化といいますか、外にＰＲしていく作

業も非常に重要だと思っております。その辺を広

告宣伝、ブランド化、そちらを主に担っていただ

くという考え方で、今、派遣をいただくという話

を進めてございます。 

○森本委員長 よろしいですか。 
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  そのほか。 

  大野委員。 

○大野委員 新型コロナウイルス感染症見舞金につ

いてなんですけれども、市のほうでは誰がかかっ

たかというの全然分からないじゃないですか。そ

んな中で本人が申請をしてという形になるのかと

思うんですけれども、申請の期間というのは、何

というんですか、例えばかかっちゃいました。治

りました。例えば２か月後に申請します。お金と

か見舞金というのは出るんでしょうか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 特に期

限はございませんので、今年度の事業と予算がつ

いておりますので、その期限の中で申請いただけ

れば、交付できます。 

○森本委員長 大野委員。 

○大野委員 分かりました。 

  例えば、家族４人いて、連名申請ということも

考えられるということでよろしいですか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 あくま

でも個人で申請いただくということになります。 

  証明していただく書類等も個人名でいただきま

すので、それぞれで御申請いただくと。 

○大野委員 了解しました。 

○森本委員長 そのほか。 

  小島委員。 

○小島委員 今の関連なんですけれども、見舞金、

要は申請ですから、なった人から来るんだと思う

んですけれども、今のところ270何人でした、今。

実際には、現状までに見舞金をもらった数という

のは幾つになるんですか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 年度に

入りまして、今年度の累計者数で276人ほど、今

のところ感染者が出ております。そのうち、申請

いただいているのが45件になりますので、全ての

方が申請いただいているわけではないというよう

な状況でございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 もらっていない方のほうが多いという

感じなんですけれども、そういう人たちに何か働

きかけはしているのかどうか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 あくま

でも申請主義でございまして、やはりコロナにか

かったということに対して、直接、情報もござい

ませんし、普及できないというところで、常々、

私ども広報等で枠をいただいていいますので、そ

ういうところで制度がありますと、ホームページ

ももちろんですが、みるメール等でもお知らせを

しているところなんですが、これは個人の申請と

いうことをするという形になりますので、継続し

てＰＲはしてまいりたいと。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 この間、見舞金を出す前に、なった人

に宅配とかそういうやつをやるという話がありま

したけれども、これとの関係で、今、保健所との

関係なかなか難しいですけれども、そこら辺の方

向性みたいなものが決まった、見つかるような方

向性というのはあるんですか。そこら辺ちょっと

お伺いしたいと思います。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 先ほど、

自宅療養者の方が、今回、制度導入したのが、県

のほうに生活支援、日用品を、使いたいと、ない

ので、というのを申請すると、どうしてもタイム

ラグがあるんですね、申請してから。お願いして

から。その期間というのも生活をしなくちゃいけ

ない。そこを埋めるというのが一つの方法でした
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ので、その点についても、県のほうから、今の段

階から情報いただけないので、県のほうから御本

人に連絡をいただいて、それで、連絡いただいた

段階で市の制度でそれを埋める部分がありますよ

ということを申請いただきます。 

○森本委員長 小島委員、補正に関わる部分で。 

  制度のところになっちゃうと、ちょっと補正か

ら外れてしまうので、補正に関わる部分の質疑お

願いします。 

○小島委員 分かりました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 続きまして、予算常任委員会を決算

審査特別委員会（第二分科会）に切り替え、審査

を行います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 （認定

第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  林委員。 

○林委員 171ページの備品購入費、ＣＯ２測定器の

ところにＣＯ２濃度測定器４万8,000円とあるんで

すが、これはパルスオキシメーターでしたか、濃

度を測る、あれを何個買って、それをどこの課に

置いているのか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 こちら

は、こういう空間の中で密閉状態になっているか

どうかというＣＯ２を測る機械なので、パルスオ

キシメーターは個人の、じゃなくて、部屋の空間

のＣＯ２が上がると、いわゆる密状態なので換気

しなくちゃならないとか、そういうのを測る機械

でありまして、昨年度２台購入させていただきま

した。 
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  貸出しということで、今、２台、私のほうで管

理しておりますが、必要なときに庁内の各所属に

お貸しできるような状態ということで、通常は、

今のところは使っていない。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 密が予想される場合には貸出しの要請を

して、お借りできるということなんですか。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 そのと

おりでございます。 

○森本委員長 そのほか質疑はありますでしょうか。 

  小島委員。 

○小島委員 市民向けＰＣＲ検査の数について、検

体数の数なのか、ちょっとお伺いしたいんですけ

れども。 

○森本委員長 室長。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 今まで

トータルでございますけれども、１月から、

1,820件ほどありまして、その中で、おおむね延

べ人数3,600人です。ということは、プール方式

ですので、５人までできますから、それで１カウ

ントですし、１人で１回で１カウントというのも

ありますけれども、平均で言いますと、２人です

ね。１検体につき２人が利用されているという、

数字的なものとしては。 

○小島委員 平均ですね、それ。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 そうで

すね。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 ２件でしたか、陽性者が出たのは。 

○粟野新型コロナウイルス感染症対策室長 令和２

年度はおりませんでした。 

○小島委員 いなかったと。 

  あとは、この委託先はどこにお願いしているの

か。 

○森本委員長 室長。 

○山本新型コロナウイルス感染症対策室主査 正式

な名称はちびっこの遊びと科学株式会社というと

ころになりまして、宇都宮にある事業所になりま

す。 

○小島委員 分かりました。 

○森本委員長 よろしいですか。 

  そのほか質疑はありますか。 

〔「ない」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については原案のとおり認定すべ

きものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  新型コロナウイルス感染症対策室の所管の審査
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事項は以上となります。 

  以上で保健福祉部の審査を終了いたします。 

  ここで執行部の退室となります。 

  お疲れさまでした。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 ３時１３分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○森本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○森本委員長 本日の審査事項は全て終了となりま

した。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 事務局から何かございますか。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○森本委員長 それでは、以上で本日の委員会を散

会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ３時１８分 
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福祉教育常任委員会／予算常任委員会及び決算審査特別委員会（第二分科会） 

 

令和３年９月１４日（火曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 森 本 彰 伸  副 委 員 長 星 野 健 二  

委 員 三本木 直 人  委 員 林   美 幸  

委 員 小 島 耕 一  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 齋 藤 寿 一  

委 員 金 子 哲 也    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

子 ど も 未 来 
部 長 

田  代  正  行   
子 育 て 支 援 
課 長 

室  井     勉   

子 育 て 支 援 
課 長 補 佐 

亀  田  祐  子   
子 ど も 福 祉 
係 長 

染  谷  未  央   

給 付 係 長 小  野  志  保   総合支援係長 織  田  暢  子   

子ども・子育 
て 総 合 
センター所長 
（ 任 期 付 ） 

菊  池  紀  男   

子ども・子育 
て 総 合 
センター（発 
達支援・ひと 
り 親 担 当 ） 
主 査 
（ 係 長 級 ） 

本  間     誠   

保 育 課 長 佐  藤  知  子   
保育課長補佐 
兼 企 画 係 長 

渋  井  尚  子   

管 理 係 長 平  田  篤  史   管理係副主幹 安  藤  弘  美   

給 付 係 長 長  岡  栄  治     

 

出席議会事務局職員 

書 記 伊  藤  奨  理     

 

議事日程 

  １．開 会 
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  ２．審査事項 

   〔子ども未来部〕 

    オンライン会議 

    ・子ども未来部長挨拶 

   〔子育て支援課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔保育課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

  ３．散 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○森本委員長 それでは、散会前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  なお、決算審査時は、齋藤監査委員は委員外の

議員となります。質疑などの発言、採決の参加な

どは一切できませんので、御注意ください。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子ども未来部の審査 

○森本委員長 これより子ども未来部の審査を行い

ます。 

  初めに、子ども未来部長から御挨拶をお願いし

ます。 

  田代子ども未来部長。 

○田代子ども未来部長 （挨拶。） 

○森本委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎子育て支援課の審査 

○森本委員長 ただいまから、子育て支援課の審査

に入ります。担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 子育て支援課については、福祉教育

常任委員会に対する付託案件がありませんので、

予算常任委員会（第二分科会）に切り替え、審査

を行います。 

  それでは、議案第67号 令和３年度那須塩原市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 （議案第67号について説

明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑ある方は、カメラの前に手を挙げてくださ

い。ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 全員確認しました。異議がないもの

と認めます。 

  よって、議案第67号については、原案のとおり
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可決すべきものと決しました。 

  続きまして、予算常任委員会を決算審査特別委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 （認定第１号について説

明。） 

○森本委員長 皆さん、スピード的にはオーケーで

すかね。今回初めてページが飛びましたけれども、

皆さんは大体できるだけ事務局も私もページ飛ば

したりするようにはしたんですけれども、オーケ

ーですか。 

  説明が終わりましたので、質疑を許します。 

  林委員、マイクをオンにしてください。 

○林委員 何件か質問させていただきます。 

  139ページ、子育てコミュニティ広場管理運営

費の減額になった理由を教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、先

ほどもちょっと御説明申し上げましたけれども、

コミュニティ広場が令和元年８月にオープンした

というところがございます。当初オープンに当た

りまして、イオンタウンの中、こちらのほうを改

修したりとか、あと遊具、そういった備品など、

そういったものも購入したりというものが令和元

年度はありましたので、それが令和２年度にはな

くなったということで減額になったというもので

ございます。 

○林委員 当初の設備投資にお金がかかっていたと

いうことですね、分かりました。 

  続いて、何点か聞いても大丈夫ですか。 

○森本委員長 林さん、どうぞ。 

○林委員 155ページ、子ども家庭総合支援事業費、

こちらの減額の理由を教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、令

和元年度と比べますと、およそ1,300万円ほど減

額となっております。大きな理由といたしまして

は、こちら令和元年度までは家庭相談員の報酬の

予算が、こちら子ども家庭総合支援事業費のほう

に組みこまれていたんですけれども、地方公務員

法の改正がありまして、非常勤の特別職、こうい

ったものが会計年度任用職員というような新しい

制度に移行しました関係で、こちらの人件費が全

て３款２項１目の会計年度任用職員給与費、こち

らのほうに組替えになったということが大きな理

由でございます。 

○林委員 人件費ということで理解しました。 

○森本委員長 続けてありますか。お願いします。 

○林委員 お願いします。 

  157ページ、発達支援システム費の委託料、発

達支援カウンセラー業務の受託業者と業務内容に

ついて伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、心

理相談員の資格を持っている方と臨床心理士の資

格を持っている方、こちらの方に委託をしている

というものでございまして、発達支援の専門的な

立場からいろいろアドバイス等をいただくという

ようなものになっております。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 理解しました。 

  続いて、158ページ、婦人相談費女性保護団体

運営費のＮＰＯ法人はどちらなのかを教えてくだ
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さい。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらは、ＮＰＯ法人のウ

イメンズハウスとちぎというような団体でござい

ます。 

○林委員 理解しました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 執行計画書の138から139ページにかけ

て、３款民生費、２項１目児童福祉総務費の9001

事業で、子育て応援券の２万4,000円から１万

5,000円になった根拠について伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちら応援券の減額の理由

ということでございますけれども、こちらの応援

券の使用の割合としまして、お子さんの予防接種

というものが大きなものがあったというところで、

ロタウイルスの予防接種、こちらのほうにお使い

になる方が結構いらっしゃったと。こちらのロタ

ウイルスの予防接種のほうが、公費負担に令和２

年度の途中からなるというところがございました

ので、このロタウイルスに使われているのが、大

体応援券の４割ぐらいというところから考えまし

て、２万4,000円から１万5,000円に減額したとい

うのが大きな理由でございます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  小島委員。 

○小島委員 それでは、何点かお聞きしたいと思い

ます。 

  まず、１つ目ですけれども、125ページ、重度

心身障害者医療費助成費ということで、１億

2,286万円余ということですけれども、前年から

比べると若干下がっているわけですけれども、下

がっている要因等がありましたらお聞きしたいと

思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、１

人当たりの医療費助成額、こちらのほうが減って

いるというものがありまして、令和元年度ですと、

１人当たりおよそ５万8,300円でありましたけれ

ども、令和２年度は１人当たり５万7,000円ほど

ということになっております。この辺のところが

ありまして、若干、助成費の金額が減っていると

いうものでございます。 

○小島委員 分かりました。 

  156ページ、児童虐待防止対策費がすごく下が

っているわけですね。昨年から比べますと220万

低下しているというようなことで、児童虐待防止

対策費が低下した要因についてお聞きしたいと思

います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちら令和元年度は、非常

勤職員といたしまして事務補助員、こちら１人任

用しておりましたけれども、こちらの予算がこの

児童虐待防止対策費に入っております。 

  先ほども申しましたように、地方公務員法の改

正がございまして、この臨時事務員が会計年度任

用職員ということになりましたので、こちらの人

件費分、賃金の相当分が予算が組替えになったと

いうことで減額になったということでございます。 

○森本委員長 そのほか、まず、ほかの方の質疑あ

れば。 

  大野委員。 

○大野委員 １点だけちょっとお伺いしたいんです

が、156ページから157ページにかけての要支援児
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童放課後支援費のところで、利用延べ件数が

1,946件というふうにあります。もし分かればで

いいんですけれども、実人数を教えていただけれ

ばと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  菊池子ども・子育て総合センター所長。 

○菊池子ども・子育て総合センター所長 小学生が

1,341名、中学生が605名、合計1,946名です。 

  実人数は、小学生が22名、中学生が13名、合計

35名です。 

  黒磯地区は23名、西那須野塩原地区は12名です。 

  以上です。 

○大野委員 分かりました、ありがとうございまし

た。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  金子さん、次、どうぞ。 

○金子委員 157ページの発達支援システム費、こ

れ少なくなった理由は、やっぱり任用の変更とい

うことでしたか。 

○森本委員長 執行部、答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましても、先

ほど説明申し上げましたけれども、令和２年度か

ら会計年度任用職員という制度ができましたので、

こちらのほうで報酬、それから賃金が予算組替え

になったというところでございます。 

○金子委員 分かりました。 

○森本委員長 金子委員。 

○金子委員 139ページの未婚の児童扶養手当受給

者に対する臨時・特別給付金事業費、これは当初

予算にもあったんでしたか、最初から。 

○森本委員長 執行部、答えられますか。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、当

初予算ではなくて、12月の補正予算、こちらのほ

うで予算の認定をいただいたものです。 

○金子委員 了解です、了解します。それじゃ、そ

れで結構です。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますでしょうか。 

  星野副委員長。 

○星野副委員長 すみません、執行計画書の137ペ

ージのファミリーサポートセンター運営費、40事

業なんですが、この送迎の件数なんですけれども、

前年に比べ、前年は985件だったんですが、今年

度1,338件になった、この多くなった理由を教え

てください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらのほう、どうして増

えたかというちょっと理由までは把握はしており

ませんけれども、こちら送迎の中で、件数といた

しましては、保育園とか幼稚園の送迎、こちらが

197件であったものが348件ということで、令和２

年度より151件増えている。それから、小中学校

の送迎につきましても、令和元年度が121件であ

ったものが208件ということで87件増えていると。

それから、あと児童クラブの送迎、こちらにつき

ましても、86件であったものが167件ということ

で81件増えているというところで、送迎が増えて

いるというところしかちょっと把握はしておりま

せんけれども、理由まではちょっと分からないと

いうところがありますので、申し訳ございません。 

○星野副委員長 分かりました。 

  もし後で分かったら、後で個別で結構ですので

教えてください。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  金子委員、どうぞ。 

○金子委員 158ページ、下の婦人相談費のところ



－149－ 

なんですけれども、これが補助金だけしかついて

いないんだけれども、ほかの予算はどうなっちゃ

っているんでしたか。ほかの決算、ほかも前はい

ろいろあったんだけれども…… 

○森本委員長 室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 こちらにつきましては、令

和元年度までは婦人相談員、母子父子自立支援の

３人分の報酬などをこちらの婦人相談費に予算計

上しておりましたけれども、会計年度任用職員と

いうことで別の予算に組み替えたということがご

ざいまして減額になって、この補助金しか予算が

ないということでございます。 

○金子委員 了解です。 

○森本委員長 ほかにございますでしょうか。 

  室井子育て支援課長。 

○室井子育て支援課長 すみません、先ほど副委員

長からちょっと質問があって、ファミリーサポー

トセンター、送迎が増えた理由ということなんで

すけれども、教育・保育の無償化というものがあ

りまして、習い事が増えたというところがありま

して送迎が増えたというのが原因と考えられるも

のでございます。 

○森本委員長 丁寧にありがとうございます。 

  そのほか質疑ございますか。よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですか、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 討論はございますか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

  金子さん、指見えないです。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  子育て支援課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時１５分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎保育課の審査 

○森本委員長 ただいまから、保育課の審査に入り

ます。担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 保育課については、福祉教育常任委
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員会に対する付託案件がありませんので、予算常

任委員会（第二分科会）に切り替え、審査を行い

ます。 

  それでは、議案第67号 令和３年度那須塩原市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  続きまして、予算常任委員会を決算審査特別委

員会（第二分科会）に切り替え、審査を行います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  林委員。 

○林委員 154ページ、民間保育施設等整備支援事

業費の中で、待機児童解消を目的として施設整備

を行ったとありましたが、これ行った後の待機児

童はどのぐらい減ったのかを伺います。 

○森本委員長 佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 ２年度に行ったこちらの２施設に

つきまして、りとるぐゥのほうですけれども、こ

ちら５人から15人に定員を増加しております。ひ

ばりヶ丘保育園につきましては90人から100人と

いうことで、10人程定員を増加しております。 

  様々な要因、この施設整備だけということでは

ないとは思いますけれども、令和３年４月の待機

児童はゼロになったということでございます。 

○林委員 理解しました。 

  続きまして、172ページ、新型コロナウイルス

感染症対策費、保育課、4007事業の中で、感染症

拡大防止啓発業務49万5,000円の内容を伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 こちらにつきましては、手洗い啓

発動画としてＤＶＤを作成したり、あとそれに手

洗いソングをオリジナルのものをつくりまして、

そちらも啓発として、動画やそれからホームペー

ジとかなんかでも流しました。 

○林委員 ナスライガーが出ているやつでしたか。 
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○佐藤保育課長 はい、ナスライガーとタタミマン

がコロナと対決してというようなものとかです。 

○林委員 分かりました、理解しました。ありがと

うございます。 

○森本委員長 続けてありますか、林さん。 

○林委員 以上です。ありがとうございます。 

○森本委員長 そのほか質疑のある方、いらっしゃ

いますか。 

  小島委員。 

○小島委員 今、172ページの同じところですけれ

ども、新型コロナウイルス感染症対策費の中で、

交付金として民間保育園等応援事業応援金という

ことで、民間に出しているわけですけれども、１

施設に対して平均的に幾らぐらい出しているのか

をお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 応援金につきましては、保育所、

認定こども園、地域型保育事業所、認可外保育事

業所等でございますけれども、37園に対しまして

交付を行っております。施設基本額として、１園

当たり10万円プラス園児加算として3,000円掛け

る園児数ということで交付をしておりますが、で

すので、希望に応じて金額のほうが違っておりま

すけれども、上限が50万円ということ、ごめんな

さい、失礼しました、上限はこれはございません、

すみません。一番多いところで107万8,000円、一

番少ないところでは11万5,000円です。そこの幅

の交付となっております。 

  以上です。 

○小島委員 ありがとうございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 315ページ、幼稚園支援費で、前年度

から比べますと494万円余の減額になっていると

いうふうなことで、この減額になった理由につい

てお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  長岡給付係長。 

○長岡給付係長 こちら昨年度の無償化のときに、

幼稚園無償化前に出していた補助金というのが

1,000万ちょっとぐらいあったんですね。そして、

今回の扶助費として新しく保育料に関わる施設等

利用費ということで、これが未移行幼稚園、新制

度に移行していない園に通う園児さんの保育料を

支援する補助になります。新制度前の補助金の総

額と新制度後の制度の差で、これは500万の差が

出てしまったというふうにはなっております。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 新制度という意味の、どういうところ

が制度変更で500万円下がったのか、ちょっと理

由をお伺いしたいと思うんですけれども。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  長岡給付係長。 

○長岡給付係長 この新制度は、令和元年10月以降

の制度としては、幼稚園、一部の未移行幼稚園、

那須塩原市ですと、すぎのこ三島幼稚園さんだけ

なんですけれども、その園に通うお子さんの保育

料を月額２万5,700円を上限としまして支給して

いるものです。ほぼほぼ保育料、すぎのこ三島幼

稚園に通っているお子さんの保育料はゼロ円にな

っています。これがまず新制度です。 

  そして、旧制度のほうの幼稚園就園奨励費とい

う園に対しての補助があったんですけれども、当

時はその前の年は４園あったんです。ちょっと制

度自体がまるっきり違うので、何とも言えないん

ですけれども、この新制度自体は、ほかの認定園、

保育園とか認定こども園に通っている子と同じよ

うに、すぎのこ三島に行っている子も保育料をゼ

ロにしようねということで、国が決めた制度にな

っております。 



－152－ 

○小島委員 分かりました。いいです。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  星野副委員長。 

○星野副委員長 すみません、執行計画書316ペー

ジなんですが、わんぱく保育事業費、こちらの扶

助費なんですけれども、預かり保育に係る施設等

利用費、昨年に比べてかなり増額になっている理

由をお伺いいたします。 

○森本委員長 佐藤保育課長。 

○佐藤保育課長 こちら預かり保育の施設利用費に

つきましては、令和元年10月から保育料等の無償

化がスタートしたということで、令和元年度につ

きましては、半年分の支給でありましたけれども、

令和２年度について１年分の支給になったという

ことで、こちら大幅な増額となっております。 

○星野副委員長 分かりました。了解です。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 意義がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  保育課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時４２分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○森本委員長 本日の審査事項は全て終了となりま

した。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 事務局から何かありますか。 

  伊藤書記。 

○伊藤書記 （事務連絡。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○森本委員長 それでは、以上で本日の委員会を散

会いたします。 
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  お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時４５分 
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福祉教育常任委員会／予算常任委員会及び決算審査特別委員会（第二分科会） 

 

令和３年９月１５日（水曜日）午前１０時開議 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 森 本 彰 伸  副 委 員 長 星 野 健 二  

委 員 三本木 直 人  委 員 林   美 幸  

委 員 小 島 耕 一  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 齋 藤 寿 一  

委 員 金 子 哲 也    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

教 育 部 長 後  藤     修   教育総務課長 田  野     実   

教育総務課長 
補 佐 

岩  波  ひ ろ み   
教 育 総 務 課 
主 幹 

加  藤  正  之   

総 務 係 長 植  木     智   給 食 係 長 波 多 腰  香  澄   

教育施設係長 遠  藤  幸  宏   
黒磯学校給食 
共同調理場長 
兼 業 務 係 長 

間  彦     望   

共英学校給食 
共同調理場長 
兼 業 務 係 長 

深  澤  孝  志   

西 那 須 野 
学 校 給 食 
共同調理場長 
兼 業 務 係 長 

飯  田  大  助   

学 校 教 育 課 
参 事 兼 
学校教育課長 

田  﨑  建  文   
学 校 教 育 課 
副 参 事 

内  村  恵 美 子   

学校教育課長 
補佐兼学校支 
援教職員係長 

岸  上  容  子   学校指導係長 相  馬  浩  二   

学 校 み ら い 
係 長 

木  沢  宏  美   
児 童 生 徒 
サ ポ ー ト 
センター所長 

印  南  伸  一   

児童生徒サポ 
ートセンター 
児童生徒係長 

井  上  芽 久 美   生涯学習課長 金  子     嘉   

生涯学習課長 
補 佐 兼 
文化振興係長 

添  谷  弘  美   生涯学習係長 興  野  和  人   
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青 少 年 係 長 角  田     晃   
那 須 野 が 原 
博 物 館 長 

松  本  裕  之   

那 須 塩 原 市 
図 書 館 館 長 

山  田     隆   
那 須 塩 原 市 
図 書 館 管 理 
係 長 

伊  藤  俊  彦   

黒磯公民館長 高 根 沢  寿  夫   
スポーツ振興 
課 長 

小  髙  裕  一   

スポーツ振興 
課 長 補 佐 兼 
管 理 係 長 

小  野  治  夫   
スポーツ振興 
係 長 

坂  和     薫   

国体推進課長 相  馬  智  子   
国体推進課長 
補 佐 兼 総 務 
企 画 係 長 

佐  原  勝  美   

競技式典係長 大  島     彰   宿泊輸送係長 柏  原  智  幸   

 

出席議会事務局職員 

議 事 課 長 渡  邉  章  二   議事調査係長 佐 々 木  玲 男 奈   

書 記 伊  藤  奨  理     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．審査事項 

   〔陳情審査〕 

    ・陳情第 ２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書採択に関す 

            る陳情 

   〔教育委員会事務局教育部〕 

    ・教育部長挨拶 

   〔教育総務課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔学校教育課〕 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔生涯学習課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 
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    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔スポーツ振興課〕 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

   〔国体推進課〕 

    予算常任委員会（第二分科会） 

    ・議案第６７号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第５号） 

    決算審査特別委員会（第二分科会） 

    ・認定第 １号 令和２年度那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定について 

  ３．その他 

  ４．閉 会 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○森本委員長 散会前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  なお、決算審査時は、齋藤監査委員は委員外の

議員となります。質疑などの発言、採決への参加

は一切できませんので、御注意ください。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情審査 

○森本委員長 それでは、ただいまから陳情の審査

に入ります。 

  陳情第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂

を埋立てに使用しないよう求める意見書採択に関

する陳情を議題といたします。 

  本件に対しまして、各委員の御意見をお受けい

たします。 

  何かございますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 この陳情に対しまして国の方針が示さ

れておりますので、それによりますと、該当する

遺骨収集につながる可能性があるということで、

177か所でしたか、そのうち既に調査が済んでい

るところが79か所ということで、その部分につい

ては、いずれも戦没者の遺骨の収集にはつながっ

ていないという事実があります。さらに、戦没者

遺骨収集・発見フローチャートにおきまして、例

えば、該当するところから発見された場合につい

ては、しっかりとしたフローチャートがありまし

て、丁重に納骨ができるということになっており

ます。 

  そうした中で、我々地方議会の今、判断という

ことになると、この時期に、そうした場合、そう

いうことを踏まえた場合に、ここで出すのはいか

がなものかということで、その時期になったら、

また検討する余地はあると思うんですけれども、

現時点では不採択ということですね、私の意見は。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  そのほか御意見のある方お願いいたします。 

  それぞれ皆さん、陳情者の方々から出た資料及

びこちら事務局などを通して政府の資料とかも見

ていただけていると思いますので、それに基づい

て御意見をいただけたらと思います。 

  そのほか御意見のある方いらっしゃいませんか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 この陳情第２号でありますけれども、

意見書提出をしてくれという陳情でありますけれ

ども、先ほど佐藤委員がおっしゃったように、こ

れ最初は当然防衛省が米軍普天間飛行場、宜野湾

市の移転先の辺野古埋立てに使う土砂、これが採

取候補地になっていて、本島南部を加えた辺野古

の軟弱地盤を改良するために、この土砂を沖縄本

島の中で幾つか採取というか、いろいろなものを

この埋立てに使う一つの地区であって、ここに、

先ほど、この陳情書の言うように、遺骨がまだあ

るのではないかというところでありますけれども、

政府の見解を見せていただくと、先ほど佐藤委員

もおっしゃっていましたけれども、令和３年３月

末現在で177か所のうち、79か所において戦没者

の遺骨の収容についてはそこまで至っていなかっ

たという結果が出ていたり、万が一、遺骨的なも

のが発見された場合には、まず通報者が警察ある

いは市町村に連絡を取って、戦没者遺骨収集情報

センター、そして最終的には国立沖縄戦没者墓苑

で納骨式という、間にいろいろ入るフローチャー

トができておりますし、今、国はそういう、当然

沖縄戦で命を絶ってしまった方々に対してのフロ

ーチャートをきちっと作ってあって、現在では、
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結果的には認められていなかったという部分も含

めて、今の現段階で、一地方議会が国のこういう

調査、あるいは現に進んでいる段階で意見を述べ

ることは、まだ適切ではないのではないかという

ふうに私は思います。 

  以上です。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  そのほか御意見はございますでしょうか。 

  三本木委員。 

○三本木委員 それでは、この陳情書を読ませてい

ただいたんですけれども、我々那須塩原の地方議

員が、このコロナ禍というところで、時間的にも

物理的にも沖縄まで行って、その詳細を調べて判

断すると。非常にこれは微妙な問題だと思うんで

す。防衛も絡んでいれば、戦没者に対しての慰霊、

そういった感情的なものも絡んでいる問題なので、

非常に慎重にこれは扱わなければならないという

点で、私の判断としては現政府の見解に従うべき

だろうと、そういったところでございます。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  そのほかに御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論に入りたい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  まずは、本件を採択すべきものとするかお諮り

いたします。 

  陳情第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂

を埋立てに使用しないよう求める意見書採択に関

する陳情は、採択すべきものとすることに賛成す

る委員の起立を求めます。 

  起立者がいませんので、陳情第２号は採択すべ

きでないものと決しました。 

  以上で陳情第２号の審査を終了といたします。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時０８分 

 

再開 午前１０時０９分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育部の審査 

○森本委員長 これより教育委員会事務局教育部の

審査を行います。 

  初めに、教育部長から御挨拶をお願いします。 

  部長。 

○後藤教育部長 （挨拶。） 

○森本委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎教育総務課の審査 

○森本委員長 ただいまから教育総務課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  教育総務課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会第二分科会に切り替え、審査を行います。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 それでは、議案第67号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○田野教育総務課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 学校給食の共同調理場を民間に委託す

るというようなことですけれども、具体的には、

例えば、今まであった調理場に民間の人が入って

くるのか、それとも、民間の調理場、いろいろ食

堂等ありますけれども、そういうところに全てを

委託するのか、どのような方式で今後進めていく

のかお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 ただいまの御質問に対しまし

て答弁させていただきます。 

  先ほど説明の中で説明させていただいたように、

現在、塩原小中学校につきましては、敷地内に厨

房というか、調理場がございまして、自校調理と

いうことで、その場を使って給食を作っていると

いうような状況にございます。 

  今回の委託につきましては、その本市が持って

いる自校調理場を使って調理、そして、直接子供

たちに食べていただくというような方式を考えて

いるところです。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 今まで調理場で働いていた方もおるか

と思うんですけれども、そのような方と、今回、

民間から入ってくる方と、その関係はどのような

形になるかお伺いしたいと思いますけれども。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 まず、現在の調理員の配置の

状況でございますけれども、先ほど申し上げまし

た正規の調理員が１名と、それから会計年度任用

職員ということで２名を配置しての調理業務を行

っているという状況になります。そのうち正規の

職員１名が今年度末で退職と。残りの会計年度任

用職員２人につきましては、現在その方々に状況

等を含めて説明を申し上げ、この後について調整

というか、協議をしているという状況です。 

  そのような中で、相手方、委託業者がまだ決ま

っていないという中で、その部分について、なか

なか現時点で、このような状況になっていますと

いうことまではちょっと申し上げられないような

状況になっています。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 これから委託業者の入札等のスケジュ

ール等が決まっておりましたら、教えていただけ

ればと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 今回の９月の補正予算という

ことで、債務負担行為につきまして御決定いただ

きました後に、予定では12月に入札のほうを行っ

てまいりたいというふうに考えてございます。業

者が決定した後に調整を行いまして、予定で令和

４年４月からということで業務委託を開始してま

いりたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますか。 

  齋藤委員。 
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○齋藤委員 今の部分なんですけれども、補正予算

の自校調理のところなんですけれども、塩原小中

学校はほかと違って自校調理という部分で、子供

さん、児童生徒と接触できる、いろいろ話ができ

るみたいな、そういう自校のいいよさがあるとい

う部分で、今回、自校は自校でやっていただいて、

そこの部分で委託をかけるということで、先ほど

小島委員のほうから質疑がありましたけれども、

それで、委託するんですけれども、その調理場は

比較的というか、新しい施設でありますので、そ

れを利用していただいて委託業者に調理をしてい

ただくということでありますよね。そうすると、

現在これから使う調理器具等に、例えば、補修、

修理あるいは更新、そういう部分に関しては、市

はどういう、何というんですか、携わっていくん

でしょうか。それとも、全く委託業者に任せると

いうところでいいんでしょうか。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 御質問いただきました現状の

厨房の機器の更新等のお話になろうかと思います。

この部分につきましては、センター方式、調理場

方式ということで、市内に３つの大きな調理場が

ございます。こちらの考え方と一緒になってまい

ります。基本的に、市がそういった厨房機器の部

分については更新、それから修繕等を行うという

ことになってございますので、現実、委託をした

中では、本当に調理業務に当たっていただくとい

うことになってまいります。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点あるいは委員からの意見はござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  続きまして、予算常任委員会を決算審査特別委

員会第二分科会に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第１号 令和２年度

那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○田野教育総務課長 （認定第１号について説明。） 
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○森本委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、質疑を許します。 

  大野委員。 

○大野委員 286ページ、一番下です。奨学資金給

付費の10人の方が給付されたということで、非常

にいいことだと思うんです。実際10人の方が給付

されているんですけれども、応募された方という

のはどのぐらいいたか、分かれば教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 10名の決定があったその奨学

生の選考という中で決定になったというところで、

何をしたのかという御質問、市政報告書286ペー

ジを御覧いただければと思うんですが、こちらに

奨学生の選考状況ということで記載をさせていた

だいてございます。 

  貸与型が上段にございます。こちらの部分につ

きましては、国内の進学ということで、高等学校

につきましては応募者ゼロ、決定者ゼロ。大学生

につきましては14人の応募があって、14人の決定

となってございます。この貸与型には海外留学も

ございますので、１名の応募があって１名の決定

となってございます。 

  もう一つ、給付型になりますが、参考までに申

し上げますと、国内の進学というところになりま

すけれども、一般ということで８名応募のところ

５名、それから医療系、福祉系、保育系というこ

とで６名応募のところが５名ということで、この

給付型の国内進学、こちらの一般と医療系、福祉

系、保育系の５名で計10名の決定ということにな

ろうかと思われます。 

  ですので、応募者14名中10名というような決定

になっているというところでございます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 それじゃ、287ページです。学校給食

業務管理費で370万の減少ということですけれど

も、これの要因についてお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 学校給食業務管理費の減の主

な理由ということになろうかと思います。370万

からの減額となってございます。 

  こちらの理由なんですが、令和元年度のお話に

なってまいりますが、新型コロナウイルス感染症

対策ということで、国のほうからの一斉臨時休業

というところで要請があったと。これを受けまし

て、市内の小中学校の臨時休校を行ったところで

ございます。 

  先ほど歳入のところでも申し上げました国から

の補助金が入ってきたというところですが、実は

ここの費目から、事業から支出をしていたという

ことで、この中に米飯とかパンとか牛乳とかとい

うところで発注を取り消したというところの補償

という部分が入ってございました。その決算額が

763万9,572円ということでございましたので、相

殺というところでこの前年度の比較、370万の減

額となっているところでございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 それでは、次は296ページです。スク

ールバス運行費ということで、コロナ禍なんでバ

スを多くしたということですけれども、子供たち

のどういう基準でバスの増加を図ったのか。何人

いるから２台分、最初の１台分が２台分になった

んだと思いますけれども、どんな基準でやったの

か、お伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 今回、路線につきましては６

校10路線ということで御説明申し上げました。そ
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の中の４校６路線になります。この区分したとこ

ろの条件になりますけれども、登下校というとこ

ろで１便ずつ増車をしてございますが、乗車率と

いうところでおおむね50％、これを基準としてご

ざいます。その中でピックアップしますと、この

４校６路線ということになってございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 了解しました。 

  続けて、小学校管理運営費で電気代が安くでき

たという話がありましたけれども、具体的にどん

な方法で電気代を縮小できたのか、お伺いしたい

と思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 この電気代の大きな減額が図

られたものにつきましては、昨年の８月からの契

約変更ということになります。この契約変更、つ

まり既存の、それまでの電気事業者から入札を行

いまして、それによって事業者が変更になったと

いうことになってございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 どちらかというと、もう今度は電気代

自体は、エアコン等も小学校、中学校含めて入っ

てきたということで、これまでですと増えるんで

はなかったかと思うんですけれども、電気代の増

え方なんていうのはどのような状況か、分かれば

お教えいただければと思います。 

○森本委員長 電気代の増え方ですか。減っている

ということじゃ…… 

○小島委員 電気量です。使用量です。電気の使用

量。電気、額は下がったわけですけれども、電気

の使用量というのはどういうような状況になって

いるかということです。 

○森本委員長 課長。 

○田野教育総務課長 使用量の関係でございますが、

この令和２年度につきましては特殊、特別だった

というふうに考えてございます。コロナ禍という

中で学校は臨時休業、学校の授業に関する部分に

ついては学校の取組の中で夏休み、こちらを短縮

して授業を実施したというような状況にございま

す。猛暑の中で、そしてまた今まで経験したこと

がない夏休みでの授業の実施というところで、電

気量については対前年度との比較、小中学校合わ

せてになりますけれども、24％の増となってござ

います。 

  そのような中で、この電力供給先の見直しとい

うようなところで、実質17％程度の電気料の削減

が図られたというふうに数字では出てございます。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 305ページ、小学校施設整備事業費、

3501事業のミスト付き扇風機レンタル86万8,260

円の内訳と、どこにあるのか教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田野教育総務課長 ミスト付き扇風機につきまし

ては、使用料及び賃借料というところに記載がご

ざいます。こちらにつきましては、期間限定で借

り上げたというものになってございます。 

  先ほどは電気量のお話の中でございましたよう

に、夏休みの学校での授業実施というところがご

ざいます。このような中で、７月の中旬から８月

いっぱいまでというところで、まずこのミスト付

き扇風機を小中学校各１台ということになります

が、リースをした中で配置をしたところです。昇

降口での登下校時の使用、それから昼休み、授業

につきましても体育の授業、体育館の入り口での

使用とかということで、学校での実態に合わせた

使用をお願いしたというところでございます。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 
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○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  教育総務課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時２０分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎学校教育課の審査 

○森本委員長 ただいまから学校教育課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  学校教育課については、福祉教育常任委員会、

予算常任委員会に対する付託案件がありませんの

で、決算審査特別委員会第二分科会に切り替え、

審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第１号 令和２年度

那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○田﨑学校教育課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  林委員。 

○林委員 312ページ、中学校教育推進費10事業の

中で、委託料、その他委託料、学級満足度アンケ

ート等関連検査実施業務、こちらの424万1,894円

の成果について、今後どのように活用されるのか

を伺います。 

○森本委員長 決算なので、今後のことではなくて、

決算年度のことについての質疑をお願いします。 

○林委員 こちらの決算でどのように学級満足度が

図られたのかを伺います。 

○森本委員長 課長。 

○田﨑学校教育課長 こちらにつきましては、この
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学級満足度アンケートというのがございまして、

いわゆる学級の状態です。つまり、子供たちの間

には硬さが見られるとか、あるいは、ちょっと緩

みがあるとか、そういったところがデータとして

出ることがあります。また、一人一人の子供たち

が学級の所属感、これがどういう状態なのか、非

常に生き生きとやっているというところもあれば、

非常にちょっとおとなしくて十分に自分を発揮で

きないというようなものも、そういったものを見

てとれるデータでございます。 

  そして、加えて言うならば、知能検査あるいは

標準学力検査、こちらとも関連をしておりまして、

要するに、この調査をもって、子供たちに対する

支援をどんなふうにやればいいかというのが具体

的に分かるものでございます。 

  よって、成果としましては、教員が、担任が中

心になりますけれども、それに対して適切な学級

経営や個々の支援が行えるということで、成果と

して、それは挙げられるかなというふうに思いま

す。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 よりよい学級経営につながっているとい

うことを理解しました。 

  以上です。 

○森本委員長 その他ございますでしょうか。 

  小島委員。 

○小島委員 それじゃ、166ページのH23.３.11東日

本大震災対応経費ということで、扶助費が出てお

りますけれども、これは、福島県からこっちに来

た方の扶助費という形で考えてよろしいんでしょ

うか。お伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 おっしゃる

とおり、東日本大震災の災害によりまして避難し

た方々の市内に生活をしている方に対する補助金

になってございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 今、メープルに合計で、299ページで

すか、メープルで750人ぐらい延べで体験館に行

ったということですけれども、具体的に、延べと

いうことですとちょっと分からないので、実際に、

何人ぐらいの人がどのぐらい入っているのか、そ

れが分かればお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 よろしいですか。答弁を求めます。 

  係長。 

○井上児童生徒係長 宿泊体験館に具体的に利用さ

れました児童生徒数ですけれども、40名ほど利用

しております。実人数でございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 小学校、中学校全部合わせて、じゃ、

小学校、これでは300とか395とかなっていますけ

れども、具体的には、40人でしょうけれども、何

人ぐらいなんですか。どのぐらい。 

○森本委員長 係長。 

○井上児童生徒係長 小学生が22名、中学生が18名

になります。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 こうして、ここに体験になった方は、

その後、元の小中学校に戻って、どのような状況

であるかお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 これは、メープルで体験した人がそ

の体験の成果としてどうだったかということでよ

ろしいでしょうか。 

○小島委員 成果がどうなっているかということで

す。 

○森本委員長 お答えになれますか。 

  課長。 

○田﨑学校教育課長 こちらにつきましては、結論

を言えば、改善をしている、好転をしているとい
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うような言い方をさせていただきます。 

  実際に、令和元年度まで県の調査で、いわゆる

復帰率という言葉を一応使っています。こちらに

つきましては、いろいろ条件がございますけれど

も、その後、学校のほうに１日でも登校できるよ

うになったというところが一応復帰率になってお

りますので、それに照らし合わせますと、一応

100％改善をしているといった状況でございます。 

  様子で言いますと、やはり、そこで心のエネル

ギーが高まって、元気になって、休みがちだった

子が前よりも学校に行けるようになる、あるいは、

元気に行けるようになると、そういったところで

ございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 22名と18名、40名ですけれども、全員

が大体そういう形になるのか、それとも、８割方

がこうなってくるのか、そこの率はどんな状況で

すか。 

○森本委員長 課長。 

○田﨑学校教育課長 先ほども申し上げましたけれ

ども、いわゆる県の調査の基準によれば、それに

照らし合わせて申し上げますけれども、100％で

ございます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  大野委員。 

○大野委員 308ページです。 

  小学校就学援助費で、入学準備金の案内通知を

発送しているんですけれども、これ、時期はどの

ぐらいの時期に発送するのか教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 小学校に上

がる就学時健康診断の案内を保護者宛てに送付す

るんですが、その際に、そちらの健康診断の通知

に同封をして発送しております。９月の上旬ぐら

いに送付をしております。 

○森本委員長 大野委員。 

○大野委員 分かりました。 

  それで、入学準備金は実際にいつ頃支給される

のか教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 年明けの３

月に支給をしております。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  よろしいでしょうか。 

  副委員長。 

○星野副委員長 すみません、306ページの小学校

市採用教師支援費30事業なんですが、１億4,000

万円の減額があるんですが、何名の方が会計年度

に行かれたのかお伺いします。 

○森本委員長 ２年度現在での教職員の数というこ

とでいいですかね。 

  補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 ２年度の任

用の市採用教師につきましては、154人でござい

ます。 

○森本委員長 副委員長。 

○星野副委員長 市では、採用教師は何名までとか

決まっているんですか。 

○森本委員長 補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 会計年度任

用職員の制度になりまして、予算に基づきまして

人数を決定して、公募を行いまして任用を決定し

ております。 

○森本委員長 副委員長。 

○星野副委員長 すみません、同じく313ページの

中学校の採用教師の会計年度に２年度に行かれた
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人数をお伺いいたします。 

○森本委員長 補佐。 

○岸上課長補佐兼学校支援教職員係長 申し訳ござ

いません。先ほど、小学校、中学校合わせて説明

してしまいました。申し訳ございません。訂正さ

せていただきます。 

  小学校の会計年度任用職員が113名、中学校の

会計年度任用職員が41名、計154名になります。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますでしょうか。 

  小島委員。 

○小島委員 297ページで、外国語指導助手配置整

備事業ということで、506万円余が増加になって

いますけれども、増加した要因をお伺いしたいと

思います。 

○森本委員長 係長。 

○木沢学校みらい係長 こちらの増の要因としまし

ては、まず、前回の契約に比べて消費税が増税に

なったこと、それと、こちら、人材派遣になりま

すので、人件費自体が増加傾向にあるというとこ

ろで、今回、教育の質の確保ということもござい

ますので、プロポーザルを実施しておりますので、

そちらのほうで決定したという経緯もございます。 

○森本委員長 小島委員。 

○小島委員 ＡＬＴを具体的に、英語教育の英語の

先生もいるんでしょうけれども、どのような使い

方をして成果を上げているのかお伺いしたいと思

います。 

○森本委員長 では、ＡＬＴの会計年度での成果に

ついての説明をお願いいたします。 

  係長。 

○木沢学校みらい係長 成果としましては、英検Ｉ

ＢＡというテストを市内の中学３年生に実施をし

ておりまして、そちらのほうで英検３級相当以上

というもので成果をはかっているんですけれども、

そちらの結果が、３級相当以上が半分以上という

結果が出ております。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。討議すべき点、あるいは委員からの意見

はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり可決す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  学校教育課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 零時０５分 

 

再開 午後 １時００分 
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○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎生涯学習課の審査 

○森本委員長 ただいまから生涯学習課の審査に入

ります。 

  担当課の皆様、お疲れさまです。 

  生涯学習課については、福祉教育常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会第二分科会に切り替え審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

 

○森本委員長 それでは、議案第67号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 続きまして、予算常任委員会を決算

審査特別委員会第二分科会に切り替え、審査を行

います。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  林委員。 

○林委員 320ページをお願いします。 

  市民大学講座事業費60事業です。コロナ禍の中、

事業中止が多くなった中で、少なく２万9,600円
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であったのかなと思われますが、この事業に対し

ての市民の満足度やニーズ、また、成果について

どのようになっているのか伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 こちらのほうの事業につきま

しては、やはりコロナ禍の中で限られた事業のほ

うを展開しているところでございました。受講さ

れた方からの声といたしましては、この時期に受

講できてよかったというような声のほうはいただ

いたところでございます。ただ、市民大学のほう

につきましては、20以上の講座のほうが講師の

方々に対して御辞退というか、事業中止に伴う御

理解をいただいて、市民大学のほうについては、

昨年度については、本当に少ない講座の件数でご

ざいました。 

○森本委員長 よろしいですか。 

○林委員 はい。 

○森本委員長 そのほか質疑はある方いらっしゃい

ますか。 

  林さん、続けて大丈夫ですよ、どうぞ。 

○林委員 続けてお願いします。 

  347ページお願いします。こちらの青少年セン

ター運営費10事業、こちらの事業の内容と成果に

ついて教えてください。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 こちらのほうの青少年センタ

ー運営費のほうにつきましては、指導員さん、こ

ちらのほう現在、116名ほどいらっしゃいますが、

そういった方々に巡回のほうをしていただいてお

ります。その巡回の回数のほうにつきましても、

やはり昨年度につきましては、例年よりも巡回の

回数も減っている関係で、こちらのほう決算のほ

うが減になっているところでございます。先ほど

市政報告書のほうに、街頭指導の実施状況という

ことで、令和２年度につきましては192回、延べ

人数が646人の方々に御協力のほうをいただいた

ところでございます。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 青少年センターの運営の主な内容が、街

頭補導活動が主たるものということの理解で間違

いないですか。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 そのほか、通常巡回と、実は

特別巡回というのがございます。通常巡回のほう

の回数については、先ほどお話ししたとおりでご

ざいまして、そのほか特別巡回として、イベント

等に赴いて巡回しているところもございますが、

そちらのほうにつきましては、昨年度、イベント

等のほうが少なかったということもありまして、

巡回のほう見送っているということで、巡回のほ

うが主な運営の中心になっているところでござい

ます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  金子委員。 

○金子委員 343ページなんですけれども、下段の

ハーモニーホール管理運営費、それの下のほうに

パイプオルガンオーバーホール積立てというのが

60万円出ているわけですけれども、これの今まで

の実績というか、積立てはどうなっているかお伺

いします。 

○森本委員長 積立総額ということでよろしいです

か。 

○金子委員 はい。 

○森本委員長 それでは、令和２年度の積立時点で

の積立総額ということで答弁いただけますでしょ

うか。 
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  課長。 

○金子生涯学習課長 こちらのほう、パイプオルガ

ンのオーバーホールの積立金ということで、60万

円計上のほうさせているところでございます。 

  昨年度のほうにつきましては、やはり同額の60

万円を計上させていただいておりまして、現在、

累計といたしまして600万円ほど、積立てのほう

が累計として調っているところでございます。 

○森本委員長 金子委員。 

○金子委員 ハーモニーホールは大田原市のほうと

共同管理になっていると思うんですけれども、そ

れはそっちと合計になるわけですね。 

○森本委員長 課長。 

○金子生涯学習課長 委員おっしゃるとおり、合計

でございます。 

○森本委員長 金子委員。 

○金子委員 もう一つ、それじゃ346ページから347

ページにかけて、博物館収蔵資料収集のところで

すけれども、その下段に、備品購入費として図書

購入費、これは９万9,420円というあれがあるん

ですけれども、当初予算としては、確かに20万円

予算組んであったと思うんですけれども、これが

大分減額になっているわけなんですけれども、そ

れともう一つ、その後、書画骨董費として49万

9,320円とあるわけですけれども、これはどうい

うものを今回購入したかを知りたいんですけれど

も。 

○森本委員長 館長。 

○松本那須野が原博物館長 まず、書画骨董関係の

これは主に博物館の資料ということになります。

主に、まず歴史関係では、古文書、それとあとは

絵はがき、塩原とか、そういうところの古い絵は

がき、それとあと特別大演習の写真帳、それとあ

と明治の錦絵。今度、今年の展示で使うものにな

ります。それと、美術作品としましては、銅版画

を３点ほど購入させていただいております。あと、

自然関係の資料としては、翼竜の復元模型等を購

入しております。 

  以上です。 

○森本委員長 金子委員。 

○金子委員 この書画骨董のほうも当初予算として

は100万円、多分出ていると思うんですけれども、

私は500万円ぐらいということで言っていたら、

やっと100万円出たのに、なぜ49万9,000円しか買

わなかったのか。ちょっとそれは、図書購入費の

ほうも半分以下になっているようですけれども、

せっかく当初予算で出ているにもかかわらず、そ

れを利用できなかったというのはちょっと残念な

んですが、どういうことなんでしょうか。 

○森本委員長 使わなかった理由ということでよろ

しいですか。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 こちらのほうにつきましては、

やはり昨年度コロナ禍におきまして、かなり特別

展、企画展等のほうを中止のほうをさせていただ

いたと、事業のほうが中止になったと。 

  そのような中で、骨董品関係のほう並びに図書

のほうをこちらのほうを再度コロナ禍において、

どのくらい購入できるかというのを精査した上で、

このような形で昨年度は購入のほうをさせていた

だいたというところで御理解いただければありが

たいかと思います。 

○森本委員長 金子委員。 

○金子委員 これを予算申請するときに、こういう

ものを購入する予定ということで、多分出してい

ると思うんですよね。それは、あんまりコロナと

関係なく購入できるような、これは私の勝手な思

いですけれども、そういう気がしているので。 

  今後こういうものは、もうできるだけ、せっか

くこういうものに予算を組んでくれたんですから、
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ぜひ生かしてもらいたいと思うんですよね。本当

にもったいないことだと思うんですけれども、そ

の辺はどうなんでしょう……。 

○森本委員長 金子委員、決算質疑なんで、意見を

申して、それに対してどういうふうにしてもらい

たいかということではなくて、使わなかった理由

を聞いてもらうのはいいんですけれども、こうし

てもらいたいんだという話は、決算質疑にはそぐ

わないと思いますので、質疑の内容を変えて質疑

をしてください。 

  金子委員。 

○金子委員 結局、私はあんまりこれ、コロナに関

係ないんじゃないかというふうに考えているもの

ですから、当初予算が出ているにもかかわらず、

これしか購入しなかったということは、これ怠慢

じゃないかなということで、決算に関して……。 

○森本委員長 決算の質疑になっていませんので、

答弁として企画展などがなかったことによって、

必要な量が少なかったという御答弁いただいてい

ますので、考えを聞くのではなくて質疑ですので、

決算に関する質疑をお願いします。 

  金子委員。 

○金子委員 いや、それだから、コロナであんまり

関係ないんじゃないかという、関係あったならあ

ったで仕方ないんだけれども、その辺のところど

うなんでしょうか。 

○森本委員長 関係があったという答弁をいただい

ていますけれども。 

○金子委員 いや、もう一度聞きたいんです、それ

は。 

○森本委員長 課長。 

○金子生涯学習課長 金子委員におかれましては、

貴重な御意見のほうを頂戴いたしまして、誠にあ

りがとうございます。 

  こちらのほうの事業、購入のほうにつきまして

は、やはりこちらのほう昨年度コロナ禍における

事業推進を総合的に判断させていただいて、この

購入のほうを減額させていただいたというところ

で御理解いただければありがたいかと思います。 

○金子委員 了解しました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  小島委員。 

○小島委員 342ページの黒磯文化会館管理運営費

でございますけれども、その中で施設利用状況と

いうことで、昨年の利用が10％というようなこと

ですけれども、前年と比べて、どの程度下がって

いるのかお伺いしたいと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 まず、入場者数のほうにつき

ましては、パーセンテージでおよそ９割弱減って、

減になっているところでございます。 

○森本委員長 小島委員。 

  そのほか質疑はございますでしょうか。 

  副委員長。 

○星野副委員長 すみません、この320ページの公

民館の管理運営費なんですが、15の公民館のある

うち、14の公民館については委託料として施設夜

間休日管理業務が大体約100万円前後で組まれて

いると思いますが、黒磯公民館に関してはこの委

託料、施設夜間休日管理、これを含まれていない

理由についてお伺いをいたします。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  公民館長。 

○高根沢黒磯公民館長 すみません、黒磯公民館の

分がいきいきふれあいセンターの分として計上さ

れます。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 
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  副委員長、どうぞ。 

○星野副委員長 続きまして、339ページ、文化財

保護費の中で、文化財保存活用地域計画作成アン

ケート調査等業務ですが、これのアンケート先と

具体的な業務内容についてお伺いをいたします。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  補佐。 

○添谷課長補佐兼文化振興係長 文化財保存活用地

域計画策定、作成のアンケート調査業務の委託先

というところですが、委託先につきましては、株

式会社アール・ピー・アイという業者のほうに委

託をさせていただいております。内容といたしま

しては、那須塩原市の歴史文化に関するアンケー

ト調査ということで、市民の方、18歳以上の那須

塩原市にお住まいの市民の皆様の中から無作為に

抽出という形で、2,000人を対象に実施をさせて

いただいたところです。 

  以上となります。 

○森本委員長 副委員長。 

○星野副委員長 アンケートの結果について、その

内容をお聞きします。 

○森本委員長 補佐。 

○添谷課長補佐兼文化振興係長 アンケートの結果

ということなんですけれども、今回のアンケート

の結果なんですけれども、アンケートの回収率に

つきましては、人数としては824名の方の回答を

いただいておりまして、回収率については41.2％

となっております。また、回答いただいた方の年

齢等につきましては、70歳以上の割合が一番高く、

職業としては無職の方が多いというような結果が

出ているところでございます。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますでしょうか。 

  小島委員。 

○小島委員 339ページの下段で、日本遺産魅力発

信推進事業費ということで430万円ありましたけ

れども、事業の成果等がありましたらお伺いした

いと思います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○金子生涯学習課長 まず、昨年度のほうにつきま

しては、やはりコロナ禍というところでありまし

て、大きな事業展開等のほうは、実際、進めてい

なかったのが事実でございます。 

  ただ、そのような中でも、関係市町のほうとは

密に連絡のほうを取りまして、実際のところ大礼

服というのを昨年度は購入のほうさせていただい

たところでございます。こちらのほうは、明治時

代のドレスであるとか、もちろん大礼服のほうを

購入のほうさせていただきまして、もう本年度か

らそちらのほうを展示、また、お披露目会などを

今しているところでございます。 

○森本委員長 そのほか。 

  金子委員。 

○金子委員 340ページの図書館管理運営費なんで

すけれども、その中に真ん中ぐらいに、その他保

険料として、三木俊治氏の作品展示保険と、それ

から菅木志雄さんの作品展示というのがあるわけ

なんですけれども、これ保険のほかに何らかの展

示の費用がかかっているのかどうか、ちょっとお

聞きしたいんですけれども、どこかにそれが入っ

ているのか、保険以外にかかっているかどうか、

ちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○森本委員長 係長。 

○伊藤那須塩原市図書館管理係長 では、金子委員

の質問に対しての部分なんですが、今回この三木

俊治さん、菅木志雄さんの作品展示につきまして

は、それ以外の費用ということでは、例えば謝礼、

報酬的なものはまずございません。あと、展示の

際の例えば土台的なものの作製といったところで、

若干そういった費用がかかっているところではご
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ざいました。 

  以上でございます。 

○森本委員長 そのほか質疑ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ここで副委員長に進行を代わります。 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 343ページの三島ホールの管理運営

費なんですけれども、コロナ禍でいろんな施設の

管理運営費がかなり減額になっている中、三島ホ

ールがほぼ同年同額という、その理由についてお

伺いします。 

○星野副委員長 課長。 

○金子生涯学習課長 こちらのほうにつきましては、

１年を通した契約ではなくて、利用日数に応じた

契約になっておりまして、その利用日数が契約し

た利用日数の範囲内であったというところで、こ

ちらのほうある程度同額という形になっておりま

す。要は、年間で利用日数のほうが90日というよ

うな形で契約のほうをさせていただいているとこ

ろでございます。 

  なので、昨年度のほうにつきましては、舞台関

係の点検であるとか、事業のほうを少なからず行

っておりましたので、その契約の内容と同様の業

務のほうを行っていたというところで、金額のほ

うが減額になっていないというところでございま

す。 

○星野副委員長 委員長。 

○森本委員長 そうすると、利用者数がいたかいな

いかは、それほどそこには影響は出ないという考

え方でよろしいですか。 

○星野副委員長 課長。 

○金子生涯学習課長 もちろん契約の中の日数より

も、事業をまた先ほど言った点検であるとか、そ

ういった業務日数のほうが下回っているようであ

れば、減額という形になります。 

○星野副委員長 ここで進行を委員長に戻します。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については原案のとおり認定すべ

きものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  生涯学習課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 １時５９分 

 

再開 午後 ２時２０分 
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○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎スポーツ振興課の審査 

○森本委員長 ただいまからスポーツ振興課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  スポーツ振興課については、福祉教育常任委員

会、予算常任委員会に対する付託案件がありませ

んので、決算審査特別委員会第二分科会に切り替

え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 それでは、認定第１号 令和２年度

那須塩原市一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 （認定第１号について説

明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 349ページです。 

  10款６項１目体育振興費の中で、スポーツ振興

費2001事業で、報償金の激励費、全国大会63人と

関東大会74人ということでございますが、この内

訳についてお伺いいたします。 

○森本委員長 この内容ということでよろしいです

か。 

○佐藤委員 そうですね。 

  ぴったり100万円になっているんですけれども、

何でこういうふうになったのか。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 こちらの激励費につきま

しては、市民の方が全国大会へ出場する場合は１

万円、関東大会の場合5,000円というような形で

激励費をお渡ししております。 

  昨年度につきましては、中止になった大会が多

くて、なかなか支出する機会が例年よりは減って

しまったんですが、例えば、セイコーグランプリ

陸上2020東京ライジングスター陸上に市内の中学

生が出場していたり、あとは、高校生が第24回関

東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会に出場し

ていたり、それから、西那須野中学校が第29回関

東中学校駅伝競走大会等に出場したり、あとは、

三島小の子供さんが第42回関東ミニバスケットボ

ール大会に出場する際にそれぞれ全国大会が１万

円、関東大会が5,000円ということで支出をさせ

ていただいたものであります。 

  激励費の内容としてはそのような形になってお

ります。 

○森本委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 本当、奇遇です、これ、全国大会は１

万円、関東大会は5,000円ということで、たまた

まこれ100万円ぴったりになったということで、

そうするとこれはあくまでも予算が幾らというこ

とではなくて、全国大会に行った場合は幾ら、１

万人行こうが２万人行こうが１万円ということで

理解したところです。 

  次、よろしいですか。 

○森本委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 351ページです。 



－175－ 

  10款６項２目です。 

  体育施設利用状況についてなんですけれども、

利用日数というのはこれは出ていますので一目瞭

然で分かりますけれども、利用可能だった日数と

いうのはどのぐらいありますか。 

○森本委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 令和２年度につきまして

は、コロナの関係で休館となっておりました。 

  すみません、利用可能日数をきちんと数えては

いないんですが、休館の期間としては、令和２年

４月10日から屋外施設が５月31日まで、屋内の施

設が４月10日から６月30日まで、それから、年末

年始にかけて感染者が急増しましたので、１月14

日から２月21日まで体育施設を休館させていただ

いたというところでございます。 

○森本委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 そうしますと、コロナ禍で休館を余儀

なくされているということで、利用可能のところ

で利用日数ということも例年どおり利用されてい

ると理解でよろしいんですかね。 

○森本委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 例年どおり利用されてい

るかということですが、休館中については例年ど

おり利用できなかったというところで、利用人数

のほうが減っております。 

  令和２年度が22万1,364人、これが前年度に比

べますとマイナス54％の利用ということで、例年

よりも利用が減ってしまったというところでござ

います。 

○森本委員長 多分今の佐藤委員の質疑は、利用で

きる日に関しては、今までと同等の利用のされ方

があったのかという質疑だと思います。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 失礼しました。 

  利用できる日については、例年と同じ程度の利

用があったものというふうに思っております。 

○森本委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 確認なんだけれども、そうしますと、

あくまでもこれは人数が減ったということは、利

用可能なときにはもう十分活用されているという

ことで、それで全体的に減ったのは、コロナ禍に

よる影響ということでよろしいんですかというこ

とです。 

○森本委員長 課長。 

○小髙スポーツ振興課長 議員おっしゃるとおり、

コロナ禍によって休館のために減ったというふう

に分析をしております。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

  林委員。 

○林委員 353ページをお願いします。 

  ホースガーデン管理運営費60事業の決算額の事

業内容についてお伺いします。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 ホースガーデンの管理運

営費の内容ということですが、青木サッカー場の

一角にホースガーデンを市のほうで運営しており

ます。 

  こちらには、乗用馬５頭、ポニー１頭を飼育し

ておりまして、その馬に乗っていただくというよ

うな事業を展開しております。 

  ただ乗っていただくということではなくて、ホ

ースセラピーというようなところで、障害等ある

子供たちにも馬に接してもらって、よい影響を与

えたいというような事業でありますけれども、実

際に令和２年度につきましては、コロナの影響が

ありまして、乗馬教室等できない部分もございま

した。 

  この管理運営費につきましては、馬がいるもの
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ですから、なかなか減額することができないとい

うことで、光熱水費、それから、通常の管理運営

に係る業務委託というところでの決算というふう

になっております。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 お馬の管理とホースセラピーのというこ

とで御回答いただいたんですが、こちらに利用状

況の中に利用人数は出ているんですが、このホー

スセラピーに対しての効果みたいなものは検証さ

れているんでしょうか、伺います。 

○森本委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小髙スポーツ振興課長 令和２年度につきまして

は、なかなかホースセラピーの部分が実施できな

かったというところがありまして、申し訳ないで

すが令和２年度の検証は今のところできていない

というような状況になります。 

○森本委員長 林委員。 

○林委員 はい、理解しました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが議員間討議に入り

ます。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については原案のとおり認

定すべきものと決しました。 

  スポーツ振興課所管の審査事項は以上となりま

す。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 ２時５０分 

 

再開 午後 ３時１０分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎国体推進課の審査 

○森本委員長 ただいまから国体推進課の審査に入

ります。担当課の皆さんお疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６７号の説明、質疑、討

論、採決 

○森本委員長 国体推進課については、福祉教育常

任委員会に対する付託案件がありませんので、予
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算常任委員会第二分科会に切り替え、審査を行い

ます。 

  それでは、議案第67号 令和３年度那須塩原市

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○相馬国体推進課長 （議案第67号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 今、説明を受けて、最後の国体が栃木

で行われるということで、県のほうからこういう

会場周辺に対しての防犯カメラの設置補助が出た

ということで、そうすると、管理とかそういう部

分はこちら那須塩原市で行うんでしょうけれども、

この2022年の国体が終了した後というのは、どの

ような防犯カメラの対応になってくるんでしょう

か。 

○森本委員長 課長。 

○相馬国体推進課長 国体のところまでは国体推進

課で補助を入れて設置をします。 

  その後につきましては、それぞれの施設、例え

ば駅前の広場のほうでしたらば生活課、それから、

体育施設のほうでしたらばスポーツ振興課のほう

に管理のほうを移管する予定をしております。 

○森本委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 了解しました。 

  設置後はどのような管理を区別するんだろうな

ということをちょっと思っていたもんですから、

今の回答でよく分かりました。 

○森本委員長 そのほか質疑はございますでしょう

か。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが議員間討議に入り

ます。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第67号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第５号）は原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第67号については原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎認定第１号の説明、質疑、討論、

採決 

○森本委員長 続きまして、予算常任委員会を決算

審査特別委員会第二分科会に切り替え審査を行い

ます。 

  それでは、認定第１号 令和２年度那須塩原市

一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 
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  課長。 

○相馬国体推進課長 （認定第１号について説明。） 

○森本委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの意見はござ

いますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○森本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  認定第１号 令和２年度那須塩原市一般会計歳

入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○森本委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、認定第１号については、原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

  国体推進課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 ３時２２分 

 

再開 午後 ３時２５分 

 

○森本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、次第３、その他に入ります。 

  委員の皆さんから何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○森本委員長 事務局から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○森本委員長 それでは、次第３、その他を終了し

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○森本委員長 以上で委員会の議事日程は全て終了

いたしました。 

  本委員会の審査報告書は本職が作成し、議長に

提出いたしますので、御一任くださるようお願い

いたします。 

  これをもちまして、福祉教育常任委員会を閉会

いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ３時２６分 
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